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 歳入の構成

地方交付税
79億8,870万円

40.9％

市債
30億4,540万円

15.6％

県支出金
29億5,725万円

15.1％
市税

18億8,250万円
9.6％

国庫支出金
10億7,596万円

5.5％

繰入金
6億1,389万円

3.1％

地方譲与税
5億655万円
2.6％

分担金及び負担金
3億4,676万円

1.8％

諸収入
3億2,562万円

1.7％

地方消費税交付金
2億6,920万円

1.4％

使用料及び手数料
2億2,716万円

1.2％
その他

3億790万円
1.5％

 目的別歳出

 性質別歳出

総務費
33億3,332万円

17.8％
民生費

31億9,964万円
17.1％

農林水産業費
30億2,843万円

16.2％

公債費
28億3,938万円

15.2％

災害復旧費
15億6,826万円

8.4％

教育費
14億5,568万円

7.8％

衛生費
10億5,864万円

5.7％

土木費
9億8,466万円

5.3％

消防費
7億3,327万円

3.9％

商工費
2億6,992万円

1.4％

議会費
2億1,552万円

1.1％
労働費
946万円
0.1％

人件費
46億9,647万円

25.1％

公債費
28億3,919万円

15.2％
補助費等

20億4,696万円
10.9％

普通建設事業費
18億8,229万円

10.1％

物件費
17億3,819万円

9.3％

災害復旧事業費
15億7,595万円

8.4％

繰出金
14億4,566万円

7.7％

扶助費
13億2,678万円

7.1％

積立金
10億9,649万円

5.9％

維持補修費
4,620万円
0.2％

投資及び出資・
貸付金
200万円
0.1％

竹田市の財政状況を公表します
　地方自治法第 243 条の 3第 1項および竹田市財政状況の作成及び公表に関する条例に基づき、
平成 18年度の財政状況を公表します。
　これは、歳入歳出予算の執行状況や所有財産、地方債等の借入現在高等、財政運営に係る諸状
況を明らかにし、税金や国・県からの補助交付金がどのように使われたかを、市民の皆さんにお
知らせするものです。

 

一
般
会
計
の
概
要

　
18
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
１
９
５
億
４
、６
８
９
万
円
、

歳
出
が
１
８
６
億
９
、６
１
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
合
計
か
ら
歳
出
合
計
を
引

い
た
形
式
収
支
は
８
億
５
、０
７
１

万
円
で
、
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
に

繰
り
越
す
財
源
１
億
１
、４
１
５
万

円
を
引
い
た
実
質
収
支
は

７
億
３
、６
５
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
17
年
度
実
質
収
支

１
、６
９
４
万
円
を
引
い
た
単
年
度

収
支
は
７
億
１
、９
６
１
万
円
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
積
立
金
１
５
１
万

円
を
加
え
た
実
質
単
年
度
収
支
は

７
億
２
、１
１
２
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
18
年
度
の
経
常
収
支
比

率
は
99
・
９
％
で
す
。

経
常
収
支
比
率
…
人
件
費
や
扶
助

　
費
、
公
債
費
等
の
毎
年
度
必
要

　
な
経
費
を
経
常
経
費
と
い
い
、

　
こ
の
経
費
に
市
税
や
地
方
交
付

　
税
等
の
経
常
一
般
財
源
（
使
途

　
を
限
定
し
な
い
財
源
）
が
ど
の

　
程
度
投
入
さ
れ
た
か
を
見
る
指

　
標
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
余

　
裕
の
あ
る
財
政
運
営
が
で
き
、

　
普
通
建
設
事
業
等
の
投
資
的
経

　
費
の
割
合
が
高
ま
り
ま
す
。

 

歳
入
１
９
５
億
４
、６
８
９
万
円

　
歳
入
の
構
成
は
、
地
方
交
付
税

が
40
・
９
％
と
最
も
高
く
、
次
い

で
市
債
、
県
支
出
金
、
市
税
、
国

庫
支
出
金
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
が
単
独
で
調
達
で
き
る
自

主
財
源
（
市
税
や
分
担
金
負
担
金
、

財
産
収
入
、
基
金
繰
入
金
等
）
は

35
億
４
６
０
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
17
・
９
％
（
こ
れ
を
自
主
財
源

比
率
と
い
い
ま
す
）
し
か
な
く
、

地
方
交
付
税
や
市
債
、
国
県
支
出

金
等
に
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 

歳
出
１
８
６
億
９
、６
１
８
万
円

　
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
竹
田
市

の
管
理
系
統
に
属
す
る
経
費
等
に

係
る
総
務
費
が
最
も
多
く
、
続
い

て
社
会
福
祉
費
や
児
童
福
祉
費
等

が
含
ま
れ
る
民
生
費
、
農
林
水
産

業
費
、
公
債
費
が
高
い
割
合
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、義
務
的
経
費
（
歳

出
の
う
ち
容
易
に
削
減
す
る
こ
と

が
困
難
な
経
費
で
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
の
総
体
を
指
し
ま
す
）

が
47
・
４
％
と
全
体
に
占
め
る
割

合
が
５
割
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
整
備
の
指
標
と

な
る
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事

業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
等
、
施

設
等
が
将
来
に
残
る
経
費
）
が

18
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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固定資産税
9億1,105万円

市民税
7億834万円

市町村たばこ税
1億4,611万円

都市計画税
2,302万円

入湯税
2,595万円

軽自動車税
6,803万円

事　　　　　　業　　　　　　名 事業費 充当額

消防施設等の整備（防火水槽新設） 1,318 万円 7万円

観光施設の整備（情報センター改装） 93万円 93万円

観光振興（観光協会補助金・観光パンフレット作成等） 2,855 万円 2,495 万円

 

目
的
税
の
使
途

　

地
方
自
治
体
の
重
要
な
収
入
源

で
あ
る
市
町
村
税
は
、
普
通
税
と

目
的
税
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

普
通
税
は
使
途
を
特
定
し
な
い

税
で
、
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
等
が
こ
れ
に
当

た
り
ま
す
。
目
的
税
は
特
定
の
財

政
需
要（
公
共
事
業
）を
賄
う
た
め

に
課
す
る
税
で
、
都
市
計
画
税
や

入
湯
税
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

  

都
市
計
画
税

　

都
市
計
画
税
は
、
地
方
税
法
第

７
０
２
条
に
よ
り
「
市
町
村
が
都

市
計
画
事
業
ま
た
は
土
地
区
画
整

理
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

た
め
、
事
業
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
及

び
家
屋
の
所
有
者
に
対
し
て
課
す

る
目
的
税
」
で
す
。

　

一
般
的
に
、
事
業
の
利
便
利
益

を
被
る
土
地
お
よ
び
家
屋
は
価
値

が
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
都
市
計
画
税
は
固
定
資
産

税
と
と
も
に
賦
課
徴
収
す
る
も
の

と
さ
れ
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、都
市
計
画
区
域

の
あ
る
竹
田
地
域
の
一
部
の
み
賦

課
さ
れ
る
税
で
す
。
18
年
度
の

徴
収
額
は
２
、３
０
２
万
円
で
、竹

田
玉
来
線
街
路
事
業
（
事
業
費

３
、５
５
５
万
円
）
と
当
事
業
等

に
係
る
地
方
債
の
償
還
金
に
充
て

て
い
ま
す
。

  

入
湯
税

　

入
湯
税
は
、地
方
税
法
第
７
０
１

条
に
よ
り
「
鉱
泉
浴
場
い
わ
ゆ
る

温
泉
施
設
の
所
在
す
る
市
町
村
が
、

環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源
の
保
護

管
理
施
設
及
び
消
防
施
設
そ
の
他

消
防
活
動
に
必
要
な
施
設
の
整
備

並
び
に
観
光
の
振
興
（
観
光
施
設

の
整
備
を
含
む
）
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
、
鉱
泉
浴
場
に
お

け
る
入
湯
に
対
し
、
入
湯
客
に
課

す
る
目
的
税
」
で
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
共
同
浴
場
ま
た

は
一
般
公
衆
浴
場
に
入
湯
す
る
方
、

医
師
の
診
断
に
よ
り
療
養
を
目
的

と
す
る
方
、
日
帰
り
に
よ
り
入
浴

す
る
方
等
へ
の
課
税
を
免
除
し
て

い
ま
す
の
で
、
主
に
温
泉
施
設
へ

の
宿
泊
客
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

鉱
泉
浴
場
の
経
営
者
（
特
別
徴

収
義
務
者
）が
代
理
で
入
湯
税
を
徴

収
し
、市
町
村
に
納
め
る
特
別
徴
収

と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
。18

年
度
の
徴
収
額
は
２
、５
９
５
万
円

で
、
充
当
事
業
は
次
表
の
と
お
り

で
す
。

市税決算額18億8,250万円

 

市
税
の
負
担
状
況

　

歳
入
決
算
額
の
う
ち
、
市
税

の
決
算
額
は
18
億
８
、２
５
０
万
円

（
市
民
一
人
当
た
り
約
６
９
、９
４
０

円
）
で
歳
入
の
約
９
・
６
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
税
の
う

ち
固
定
資
産
税
と
市
民
税
が
約
86

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
納

期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算

 

し
た
目
的
別
歳
出
額

　

竹
田
市
の
平
成
18
年
度
歳
出

決
算
額
１
８
６
億
９
、６
１
８
万
円

を
平
成
19
年
３
月
末
現
在
の
人
口

２
６
、９
１
６
人
で
割
る
と
、
左

表
の
と
お
り
市
民
一
人
当
た
り

６
９
４
、６
１
２
円
の
支
出
に
な
り

ま
す
。

市民 1人当たりの歳出合計
694,612 円

観光振興（観光パンフレット）
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 特別会計の決算
　特別会計は、市町村が行う特定の事業の歳入歳出を、一般会計と分けて経理するための会計です。
　竹田市では、12の特別会計を設置しています。

特　別　会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 差　　　引
国民健康保険特別会計 37億 1,355 万円 36億 7,952 万円 3,403 万円

老人保健特別会計 54億 6,033 万円 54億 7,943 万円 △ 1,910 万円

介護保険特別会計 28億 8,153 万円 27億    794 万円 1億 7,359 万円

同和対策事業特別会計 995 万円 2,987 万円 △ 1,992 万円

国民宿舎久住高原荘事業特別会計 4億 1,486 万円 3億 7,068 万円 4,418 万円

国民宿舎直入荘事業特別会計 1億 1,373 万円 8,774 万円 2,599 万円

長湯観光温泉施設等特別会計 7,399 万円 6,512 万円 887 万円

畜産開発事業特別会計 1,739 万円 1,739 万円 0万円

簡易水道事業特別会計 2億    182 万円 2億    136 万円 46 万円

農業集落排水事業特別会計 1億 5,109 万円 1億 5,098 万円 11万円

浄化槽整備推進事業特別会計 1億 9,006 万円 1億 8,959 万円 47万円

竹田温泉施設花水月特別会計 6,581 万円 6,578 万円 3万円
※老人保健特別会計及び同和対策事業特別会計の赤字額は、翌年度歳入繰上充用金（平成 19年度歳入の借入）で補てんします。

 基金の現在高
　基金とは、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別に積み立て、または定額運用するために設けられる資
金および財産をいいます。竹田市の平成 18年度末の基金現在高は以下のとおりです。

会計区分 基金区分 基金額（平成 18年度末） 摘　　　　　　　　要

一般会計

財政調整基金 21億 7,216 万円 年度間の財政の不均衡を調整するための基金

減債基金 2億 1,715 万円 地方債の償還を計画的に行うための基金

その他の特定目的基金 44億 9,634 万円 公共施設整備基金など 19種

定額基金 4億 4,115 万円 土地開発基金など 5種

特別会計 特定目的基金 4億 2,107 万円 簡易水道基金など 8種

合　　　　計 77億 4,787 万円

 地方債の現在高
借　入　先 借入現在高

財政融資資金 119 億 9,817 万円
郵政公社資金 54億 5,224 万円
公営企業金融公庫 11億 5,962 万円
市中銀行（JA含む） 42億 5,291 万円
共済等 5億 3,323 万円
大分県振興資金等 3億 9,648 万円

合　　　計 237 億 9,263 万円
市民１人当たりの地方債現在高 88万円

実質公債費比率（%） 13.0%

歳出総額に占める
公債費の割合（%） 15.2%

 市有財産の現在高
財産の種類 財産現在高

◇土　地
　　　　　　うち山林
　　　　　うちその他
◇建　物
◇立　木
◇車　両

35,391,065 ㎡
13,415,320 ㎡
21,975,745 ㎡
220,180 ㎡
302,485 ㎥

194 台

　地方債は、地方公共団体が突発的に多額の出費を余
儀なくされる災害復旧事業等や、将来利用する住民の費
用負担が公平である公共サービス（道路・学校・公共施
設等）整備事業等を進める上で必要となる借入金です。
　18年度末の一般会計分の借入現在高は左表のとお
りです。
　なお、実質公債費比率（竹田市13％）が18％を超え
ると地方債の発行に関して県の許可が必要となります。
また、地方債には、主に政府資金（財務省財政融資資金
や郵政公社簡保資金・郵貯資金）が活用されています。
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 主な事業
  安らぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり
障害者計画策定事業　　　　　　　　　　　    63 万円
竹田医師会病院小児科設置補助事業　　　  1,500 万円
健康づくり計画策定事業　　　　　　　　     193 万円
乳児医療費助成金（市単独上乗せ補助3歳～6歳）　924 万円

  公民協働によるふれあう地域づくり

地域情報化推進計画策定委託事業　　　　　 189 万円
元気づくり支援補助事業　　   　　　　　　  309万円
新市発足1周年記念補助事業　　　　　　　  　　 　232万円

  自然と共生した住みやすい里づくり

市道改良舗装事業（11路線）　　　　　 2 億 3,880 万円
公営住宅整備事業　　　　　　　　　　　　  706万円

  未来を担う心豊かな人づくり
南部小学校プール建設事業　　　　　　　  9,558 万円
学校給食共同調理場建設事業　　　　　　  2,570 万円
大分国体推進・竹田市実行委員会補助事業　  318 万円

  自然の恵みを活かし結び合うまちづくり

乾燥調整貯蔵施設整備事業　　　　  　3億 2,604 万円
プラム増殖補助事業　　　　　　　　　 　　111 万円
ツーリズム協会補助事業　　　　　　　　   2,482 万円
中山間地域総合整備事業　　　　　　　　2,241 万円

路線バス運行委託事業　　　　　　　　　　 559 万円
ごみ定期収集委託事業（週1回を週2回へ）9,158 万円

収益的収入および支出

　収益的収入および支出は、水道事業の経営活動に伴
い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいい
ます。主な収入は水道料金で、支出は総係費、配水お
よび給水費等です。

資本的収入および支出

　資本的収入および支出は、水道事業の経営活動に備
えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収
入は工事負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還
金等です。不足額は、消費税及び地方消費税資本的
収支調整額（200 万円）、過年度分損益勘定留保資金
（2,748 万円）、当年度分損益勘定留保資金（336万円）、
減債積立金（2,033 万円）、建設改良積立金（1,000 万円）
で補てんしました。

企業債残高

財務省財務局 3億 1,678 万円
公営企業金融公庫 4,578 万円

計 3億 6,256 万円

固定資産の現在高

有形固定資産 14億 1,583 万円
無形固定資産 8万円

業務量

事　　　項 平成 18年度 対前年度比
年度末給水人口 8,231 人 257 人増
年度末給水戸数 3,550 戸 68 戸増
給水栓数 3,735 栓 22 栓増
年間配水量 1,375,340 ㎥ 42,847 ㎥減
１日平均配水量 3,768 ㎥ 117 ㎥減

　竹田市をはじめ地方自治体は、予算を執行するにあたって、国や県の政策に大きな影響を受けています。
　国は、「平成18年度予算編成の基本方針」（平成17年 12月 6日閣議決定）において、国と地方に関する「三
位一体の改革」の成果を適切に反映する方針から、国庫補助負担金について全国で4兆円を上回る廃止・削減
を行いました。並行して、平成18年度税制改正において所得税から個人住民税へ3兆円の税源移譲を行いま
したが、国庫補助金や地方交付税等の減を補える規模ではなく、地方自治体は大幅な歳出削減を迫られました。
　大分県は、新長期総合計画「安心・活力・発展プラン」の実行元年として、同計画に掲げた重点戦略を実
現する重点戦略特別枠を 16億円措置する等、一般会計予算では 6年ぶりに前年度を 0.3％上回るプラス予
算となりましたが、行財政改革プランの折り返しである 3年目予算として行財政改革の継続を図っています。
　竹田市は、国や県の行財政改革が強く押し進められ、地方税の減収や地方交付税の縮減等厳しい状況の中
で、①財政の健全化、②強い基幹産業づくり、③安心・安全・教育・文化のまちづくり、④社会資本の整備、
をまちづくりの 4本柱として掲げ、夢の持てる政策の実現に向け努力してまいりました。厳しい財政状況が
続きますが、竹田市が大きな発展を遂げるためには、市民の皆様と行政が一体となり、揺るぎない行財政基
盤を構築し、強い竹田市づくりを進めていかなければなりません。竹田市の行財政運営について、今後とも
市民の皆様のご理解、ご協力をお願いします。

 水道事業会計　決算状況

1 戸当たりの月額水道料金 4,359 円（消費税抜き）

●お問い合せ　財政課財政係　☎ 63-4802

収　入　額 支　出　額 差　　　引
1 億 9,961 万円 1億 7,225 万円 2,736 万円

収　入　額 支　出　額 差　　　引
486 万円 6,803 万円 △ 6,317 万円
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平
成
19
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　
竹
田
市
で
は
、
毎
年
竹
田
市
に
功

労
の
あ
っ
た
市
民
ま
た
は
そ
の
他
の

個
人
お
よ
び
団
体
に
対
し
、
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
３
日
㈯
に
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、６
個
人
と
１
団
体
に
表
彰
状
が
、

ま
た
１
個
人
と
４
団
体
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
皆
様
の
功
績
を
讃
え

る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

市
長
表
彰

○
人
命
救
助

田た

のノ
上う

え

　
翔し

ょ
う
た太
さ
ん
（
久
小
野
）

　
高
校
か
ら
の
下
校
途
中
、
溺
れ
て

い
る
小
学
生
を
発
見
す
る
や
、
自
ら

の
危
険
を
も
顧
み
ず
川
に
飛
び
込
み

救
助
さ
れ
た
。

○
社
会
・
民
生

井い

の野
　
正た

だ
しさ
ん
（
古
園
）

　
18
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
民
生
・

児
童
委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
。

○
産
業

立た
つ
か
わ川

　
耕こ

う
ぞ
う三
さ
ん
（
中
村
）

　
11
年
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員

会
委
員
を
務
め
、
農
用
地
の
確
保
と

有
効
利
用
に
努
め
、
竹
田
市
農
業
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
う
ち
２
年
間

は
副
会
長
と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、

委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ

た
。

和わ

だ田
　
信し

の
ぶさ
ん
（
小
仲
尾
）

　
11
年
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員

会
委
員
を
務
め
、
農
用
地
の
確
保
と

有
効
利
用
に
努
め
、
竹
田
市
農
業
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

○
交
通
安
全

山や
ま
ぐ
ち口

　
卓た

く

士し

さ
ん
（
宮
山
）

　
17
年
の
永
き
に
わ
た
り
交
通
指
導

隊
員
と
し
て
、
日
夜
街
頭
指
導
に
あ

た
り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ

れ
た
。

大
分
県
交
通
安
全
協
会
竹
田
支
部

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協
議
会

（
三
浦
美
音
子
会
長
）

　
昭
和
53
年
、
竹
田
直
入
地
区
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
発
足
以
来
、

永
き
に
わ
た
り
女
性
の
立
場
か
ら
細

や
か
な
交
通
安
全
活
動
を
展
開
し
、

地
域
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ
れ
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰

○
寄
贈

田た
な
べ部

　
健け

ん

さ
ん（
東
京
都
小
金
井
市
）

　
郷
土
資
料
お
よ
び
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
の
書
籍
、
江
戸
時
代
の
古

文
書
を
図
書
館
に
、
田
近
竹
邨
の
書

等
を
歴
史
資
料
館
に
寄
贈
し
、
両
館

所
蔵
の
資
料
の
充
実
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
市
民
の
教
養
・
文
化
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
。

 

市
長
感
謝
状

野の

だ田
　
一か

ず

雄お

さ
ん（
愛
知
県
田
原
市
）

　
竹
田
市
民
の
交
通
安
全
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
。

山
の
湯
か
ず
よ
（
日
坂
幸
義
代
表
）

　
竹
田
市
の
振
興
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
。

竹
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
大
石
巌
会
長
）

　
市
民
の
救
命
率
向
上
に
資
す
る
た

め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
６
台
を
寄
贈
し
、
市
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

株
式
会
社
あ
わ
や

（
都
築
員
守
代
表
）

　
市
民
の
救
命
率
向
上
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
ト
レ
ー
ナ
ー
２
台
を

寄
贈
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
。

二
階
堂
酒
造
有
限
会
社

（
二
階
堂
雅
士
代
表
）

　
二
階
堂
酒
造
の
全
国
向
け
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
「
未
知
の
力
」
篇
に

竹
田
市
の
白
水
ダ
ム
や
円
形
分
水
等

を
採
用
し
、
竹
田
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
さ

れ
た
。

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
け
る
見

直
し
事
項
）

○
70
〜
74
歳
の
方
（
※
）
の
窓
口
負
担

に
つ
い
て

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
の
一
年
間
、
窓
口
負
担
が
１

割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
す
で
に
３
割
負
担
を
い
た
だ
い
て

い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受

け
た
方
は
除
き
ま
す
。

〈
昨
年
の
制
度
改
正
で
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
据
え
置

く
も
の
で
す
。〉

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

75
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料
に

つ
い
て

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

６
か
月
間
は
無
料
、
平
成
20
年
10
月

か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
６
か
月

間
は
頭
割
保
険
料
額
（
被
保
険
者
均

等
割
）
が
、
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と

な
り
ま
す
。

対
象
者
　
75
歳
以
上
の
方
（
※
１
）
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

る
日
の
前
日
（
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
た
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
に

お
い
て
被
用
者
保
険
（
※
２
）
の
被
扶

養
者
と
な
っ
て
い
る
方

※
１
　
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
認

定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま
す
。

※
２
　
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
企
業

の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合

等
の
健
康
保
険
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

〈
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
２
年
間
、
被
保

険
者
均
等
割
を
５
割
軽
減
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
措
置

は
そ
れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で
す
。〉

　
今
後
、
正
式
に
内
容
が
決
定
し
た

段
階
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
保
険
課
国
保
・
老
人
医
療
係

　
☎
63‒

４
８
０
９
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地区 氏　　名 自 治 会 　　　　　　　　担　当　自　治　会

竹　

田

髙 野　　 將 西 古 町 西古町，東古町，浦町，慶順町
藤 村 憲 雄 東 本 町 中本町，下本町，東本町，下町
松 井 三 月 新　　 町 府内町，向町，田町，新町
牧　　 直 子 上　　 町 上本町，上町，寺町
堀　　美代子 上 角 西 殿町，久戸，上角東，上角西，鬼ケ城，鬼ケ城住宅
福 田 光 明 茶屋の辻 溝川，山手，山川，茶屋ノ辻
後藤　多美子 杣 谷 鷹匠町，杣谷，岡城通り，提灯谷
秦　 今 朝 富 片 ケ 瀬 片ケ瀬
土 居 裕 子 狭 田 城北町，川向，挟田

岡　

本

工藤　ヒデコ 濁 淵 濁淵，羽恵
平 本 喜 子 坂 下 宮山，坂上，真菰，上坂下，坂下
後 藤 東 冶 小 賀 小賀，中村，立石，枝

明　

治

高 橋 律 子 十 一 上平田，十一，小仲尾
和田　加代子 鬼 田 長慶，荻迫，政所，鬼田
大 塚 敏 徳 田 平 折立，橋宇津，前田平，田平，小高野

豊　

岡

田 部 憲 治 赤 坂 下木，上下木，赤坂，鏡
後 藤 玲 子 屏風ケ渕 三砂，屏風ケ淵
田 中 幸 子 天 神 天神，田原，田原東，中飛田
三 苫 健 二 上 飛 田 上飛田，荒巻，坂折，塩付，下平田
吉岡　アキエ 上 鹿 口 上鹿口，鹿口，上平，一本木
秋 本 禮 子 ニュータウン七里 七里，千引，七里団地，ニュータウン七里，ニュータウン七里南

玉　

来

森　　 邦 子 阿 蔵 桜瀬，拝田原，阿蔵
阿 南 徹 治 東 中 東，東中
羽田野　和子 西 中 西中，西
佐 田 俊 夫 吉 田 吉田
阿 南 順 子 恵 良 中尾，恵良
甲 斐 恭 司 岩 本 大正，岩本

松　

本

斎藤　三重子 薊 菜 下田，穴井迫，薊菜，渡瀬，松恵
吉 田 裕 康 岩 瀬 向山田，漆迫，岩瀬
上野　眞智子 栃 鶴 栃鶴，大津留上，大津留下
後藤　よし子 松 円 松円，下矢倉，下矢倉団地，音羽

菅　

生

添 田 和 甫 池 部 小塚，旧池部，池部，田代，楠野，下今，上今
川 述 博 之 平 井 平井，下菅生北，下菅生南
添 田 紀 夫 菅生中央 原山，上菅生，菅生中央
大 塚 正 則 戸 上 戸上，国方，西戸上，戸上南

入　

田

勘 藤 淸 美 矢 原 小高野，矢原，河宇田
前 田 善 藏 泉 水 泉水，大仲寺
松 村 淳 子 大 津 留 笹尾，長小野，出合，大津留
渡 邊 郁 子 太田政所 政所，牧，姿岩本，太田原

嫗　

岳

佐 藤 信 之 田 井 倉木下，倉木上，田井
江 藤 守 久 吐 合 吐合，井手の上
吉 良 昭 光 名 子 名子，中角，辻原，横平

宮　

砥

内 田 雄 一 次 倉 次倉，高山，宮戸
後 藤 淳 一 瀬 の 口 瀬の口，次倉中央，妙見
首 藤 春 作 紺 屋 田原，久小野，紺屋，緩木
安 達 智 德 滝 部 滝部，百木，小川

宮　

城

甲 斐 基 史 市 用 市用，下志土知下，下志土知上，下志土知，川床米納戸
副 田 正 一 川 床 下 川床下，上川床，志土知，久保
穴 見 誠 一 上 畑 炭竃，刈小野下，刈小野，上畑，三本松
廣 岡 尚 美 上坂田東 上坂田東，上坂田西，古園

城　

原

森　　 純 子 紙 漉 紙漉，米納，神町，宮の上，柚長
志水　惠美子 雉 ケ 平 雉ヶ平，上高伏，高伏，森屋
石 井 猛 夫 轟 木 法泉，轟木，木原
後 藤 道 明 下坂田東 下坂田東，下坂田西，下深迫，上深迫，宇土，福原
黒田　トヨ子 小 川 神川，鉢山，北尾鶴，長田尾，小川，熊地

荻

秋 重 壯 一 馬 場 馬場，高城
大 塚 英 子 桜 町 東 桜町東，桜町南
渡 邊 文 夫 桜 町 西 桜町西，桜町栄
倉 原 富 春 藤 渡 桑木，藤渡
本 田 恵 三 政 所 木下，政所
齊藤　美代子 新 藤 新藤，南河内
猪 野 一 男 馬 背 野 恵良原，馬背野

柏　

原

阿 南 滝 子 叶 野 仏面，叶野，高練木，大平
三 好 隨 義 柏 原 柏原，瓜作，北原
佐 藤 弘 美 田 代 陽目，宮平，田代
内 藤 幹 男 西 福 寺 西福寺，鴫田

久　

住

熊 谷　　 明 牧 ノ 元 本町，新妍住宅，道園，牧ノ元
楳木　日出行 下 町 下町，阿蔵野，阿蔵野東，神馬
志賀　紀美子 今 村 今村，加良登，境川，加生島，青柳
楢木野　英治 山 中 山中，室，建宮，仲村，平木，畜産試験場
渡辺　世津子 新 町 田向町，田向住宅，桐迫住宅，新町，新町住宅，杉小野，飛森

白　

丹

足達　千鶴子 仲 原 添ヶ津留，米賀，仲原，丸山，尾登，白丹住宅
佐藤　トミカ 中 通 西小路，東小路，白丹町，仲原住宅，中通，瀬戸，杉の原
志 賀 誠 治 荻 の 迫 梅ノ木，稲葉，鷹の巣，南稲葉，荻の迫，後山
志 賀 清 子 寺 原 寺原，陽谷，添ヶ迫，宮原，巣原

都　

野

齋 藤 嘉 昭 市 仏原，須崎，石田，市
衛 藤 賢 美 千 人 塚 千人塚，古市，冷川，栢木，馬場，池の口，千人塚本町，池の口住宅，千人塚栄町，千人塚中央，千人塚新町，さくら住宅
後 藤 吉 基 柚 木 老野，塔立，小倉，小倉峠，まほろばの丘，柚木，峰越，古屋敷，八山，山路，四ツ口，向岳
村田　きよ子 小 柳 板切，小柳，向原，石原，六反原，広内
吉 竹 勇 次 湯 の 上 有氏，湯の上，七里田，塔の原，岳麓寺

長　

湯

井 田 輝 男 四 ツ 口 神堤，上野，四ツ口，栃原，日向塚，筒井，長野，南原
大 塚 信 一 新 田 桑畑上，桑畑中，桑畑下，新田，下河原，原，柚柑子，東原，日向，芹川団地
佐藤　美智江 社 家 仲村，社家，久保，下社家，下迫
大久保　良子 本 町 芋迫，南ケ代，ドイツ村，南，スカイビュー，孝寿ハイツ，湯の香，大和町，尚栄町，新栄町，本町，上町，御前湯，天神町，長生湯，丸山，山脇，元町，花立
安 東 章 子 沢 水 沢水，辻，冬田

下
竹
田

清水　トシ子 釘 小 野 原口，名子山，釘小野，山中
佐藤　美惠子 城 後 城後，二又，梶屋
甲 斐 冬 松 仲 村 橘木，仲村，草深
小 野 昭 生 小 津 留 小津留，山浦，芹川，飛竜野，塩手
藤 田 利 武 藤 目 藤目，須郷，平沢水，神の原

竹田市民生委員・児童委員名簿 任期：平成 19年 12月 1日～平成 22年 11月 30 日
　

竹
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
が
あ
り
、
12
月
１
日
付
け

で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
新
し
い
委
員

１
０
１
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
３
年
で
す
。

　

民
生
委
員
は
、｢
民
生
委
員
法｣

に

よ
っ
て
設
置
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
す
べ
て
の
民
生
委
員
は
、｢

児

童
福
祉
法｣

に
よ
っ
て
児
童
委
員
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
中
に
は
、
児
童
福
祉
を
専
門

に
担
当
し
活
動
す
る｢

主
任
児
童
委

員｣

が
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

住
民
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
社
会

福
祉
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
、
相
談

内
容
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談

内
容
や
秘
密
が
他
に
も
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

主任児童委員
氏　　名 自治会 担 当 地 区

島 田 克 子 西 古 町 竹田

廣瀬　ルミ子 下　　木 岡本 , 明治 , 豊岡
安 東 達 夫 荻　　迫 岡本 , 明治 , 豊岡
金 丸 敦 子 原　　山 玉来 , 松本 , 菅生
本 田 久 美 大津留上 玉来 , 松本 , 菅生
堀　　 正 美 妙　　見 入田 , 嫗岳 , 宮砥
副田　扶美子 上 川 床 宮城 , 城原
榎　　 英 子 桜 町 東 荻 , 柏原
後 藤 正 元 室 久住 , 白丹 , 都野
高橋　ふみえ 杉 の 原 久住 , 白丹 , 都野
馬 場 千 鶴 桑 畑 下 長湯 , 下竹田
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ケーブルテレビ特集第8回

竹田市ケーブルネットワーク施設整備事業の実施設計を行います。

12月から伝送路設計のための電柱調査等を行います。
市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

  

伝
送
路
設
計
の
た
め
の

　
　   

電
柱
調
査
に
つ
い
て

・
調
査
は
、
実
施
設
計
受
託
業
者

の
調
査
員
が
行
い
ま
す
。

・
調
査
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
使
用
車
両
に
は
、「
伝
送
路
調
査

中
」
の
表
示
を
行
い
ま
す
。

・
調
査
内
容
は
、
電
柱
番
号
の
確

認
、
集
落
の
状
況
、
家
屋
へ
の
引

込
み
状
況
等
で
す
。

・
調
査
の
た
め
、
個
人
の
土
地
に

立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
設
計
は
、
平
成
18
年
度
に
策
定

し
た
「
竹
田
市
地
域
情
報
化
推
進

計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。

  

竹
田
市
地
域
情
報
化

　
　
　 

推
進
計
画
（
概
要
）

１
．
竹
田
市
地
域
情
報
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
方
針

　
本
市
で
は
、
平
成
18
年
６
月
に

「
竹
田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

将
来
都
市
像
「
自
然
・
歴
史
・
文

化
を
育
む
名
水
名
湯
田
園
観
光
都

市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
全

て
の
市
民
が
等
し
く
情
報
通
信
社

会
の
恩
恵
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
、

情
報
基
盤
の
整
備
や
特
定
サ
ー
ビ

ス
の
普
及
を
図
る
地
域
情
報
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
や
地
域

産
業
の
担
い
手
の
視
点
に
立
ち
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
既
存
産

業
の
高
付
加
価
値
化
、
情
報
発
信

力
の
強
化
等
が
実
現
で
き
る
よ
う

情
報
通
信
基
盤
の
シ
ス
テ
ム
構
築

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
情
報
通
信
基
盤
を
整
備
す
る
た

め
の
基
本
的
な
要
件
は
以
下
の
と

お
り
と
す
る
。

①
高
速
大
容
量
通
信
（
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
地
域

の
拡
大

②
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
行
政

情
報
の
拡
充

③
市
民
の
情
報
通
信
活
用
能
力
向

上
に
よ
る
情
報
格
差
の
解
消

④
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す

る
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
と
テ
レ

ビ
放
送
情
報
の
相
互
活
用

２
．
情
報
通
信
基
盤
選
択
に

　
　
　
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
情
報
通
信
基
盤
に
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
光
ケ
ー
ブ
ル
、
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
固
定
無
線
ア
ク
セ
ス
シ

ス
テ
ム
な
ど
多
種
多
様
な
基
盤
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
は
大

き
く
異
な
る
多
様
な
情
報
シ
ス
テ

ム
が
技
術
革
新
に
よ
り
導
入
可
能

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
情
報
通
信
基
盤

選
択
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
は

以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

可
能
で
あ
り
、
か
つ
将
来
拡
張
性

が
持
て
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

②
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
の
整
合
を
図

り
つ
つ
、
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も

合
理
性
の
あ
る
範
囲
内
に
お
い
て

最
新
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

③
導
入
の
優
先
順
位
を
充
分
検
討

し
、
段
階
的
整
備
を
図
る
た
め
、

こ
れ
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
こ
と
。

④
機
器
の
将
来
的
提
供
面
、
コ
ス

ト
面
等
を
含
み
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

容
易
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

⑤
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
等

の
既
設
設
備
と
連
携
、
活
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

⑥
情
報
基
盤
と
し
て
の
信
頼
性
が

確
保
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
本
市
の
取
り

組
む
べ
き
情
報
通
信
基
盤
の
方
法

を
検
討
し
た
結
果
、

●
お
問
い
合
せ

　
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係

　
☎
63‒

４
８
０
１

IP電話（ケーブルネットワークサービスの一つ）
※加入者間の通話は無料

今お使いの
電話機 ケーブルテレビ

加入者
IP電話

ケーブルテレビ
加入者以外
地域外

NTT

告知端末

　
竹
田
市
が
抱
え
る
テ
レ
ビ
の

難
視
聴
問
題
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
整
備
の
遅
れ
、
行
政
・

防
災
情
報
の
統
一
、
地
域
間
に

お
け
る
相
互
理
解
の
促
進
な
ど

を
行
う
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

情
報
伝
達
手
段
の
活
用
が
必
要

で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
テ
レ
ビ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
告
知
放
送
な
ど

を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
急
速
に
進
歩
す
る
情
報

化
社
会
に
あ
っ
て
は
、
将
来
を

見
越
し
た
基
盤
整
備
が
必
要
で

あ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

方
式
）
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
が
最
適
で
あ
る
。
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つ
れ
づ
れ

 

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ
れれ

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

⑧

竹
田
市
長

　
牧

　
　
剛

　尓

Der Friese spricht　フリース人が語る

「ドイツのクリスマスマーケット」
　クリスマスマーケットとは、伝統と現代を自然につなぎ合わせることができる、本
当に「ドイツらしい」と言っていい季節を彩る活発的で日常的な文化の一つです。
　クリスマスマーケットはドイツでは 12月中ほとんどの町で行われる、人々にクリ
スマスの到来を伝えるための大切な催しです。
　大きな広場や道路は様々な屋台で埋め尽くされます。お菓子やシナモン、クローブ
などが入っているホットワインなどの香り、クリスマスソングや雪上を歩く足音、冬
の雪景色やイルミネーションの光景等でもたらされる雰囲気が、人々のクリスマス気
分を大いに盛り上げるのです。
　大きなマーケットでは、来訪客の人数が 12月中で 100 万人を超えます。特にケルンのものは 500 万
人で国内最大です。中世にまで起源を辿

たど

ることができるマーケットもあります。大阪市のドイツ風クリ
スマスマーケットのようにドイツ以外の国でも行われています。
　クリスマスになると、ほとんどの家はクリスマス用に飾られます。クリスマスイブは快適な温かい家
の中に家族が集まって、円満な時間を一緒に過ごします。ドイツのクリスマスイブの夜は、とても静か
で清らかです。そしてその静寂は特別なものなのです。ほんの短い間でもその静寂な夜を過ごした者は、

クリスマスイブの神秘に魅入られ、例えク
リスマスに無関心であったり、商業的なク
リスマスに批判的であったりする人々でさ
え、皆と等しく心が和み、清らかになった
ように感じてしまうのです。
　竹田市の皆さんにもこのドイツ文化の一
部を現し、ドイツのクリスマスの気分を体験
していただくために、直入町長湯の御前湯
前の駐車場で、初めての長湯クリスマスマ
ーケットを開催いたします。どうぞゆっくり
温泉にお入りになってから、クリスマスマー
ケットにお寄りください。そして是非ともド
イツのクリスマスの味をお楽しみください。

　
竹
楽
、
そ
の
幽
玄
の
灯
り
に
過

去
最
高
の
人
々
が
訪
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
年
の
暮
れ
。

こ
の
と
き
に
な
る
と
思
い
出
す
の

が
31
日
。

　
昼
間
か
ら
近
所
の
子
供
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
山
に
い
り
薪
を
た
く

さ
ん
集
め
ま
す
。
や
が
て
除
夜
の

鐘
の
こ
ろ
に
な
る
と
再
び
集
ま

り
、
火
を
た
い
て
鐘
つ
き
が
始
ま

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
交
互
に

新
年
の
願
い
を
こ
め
て
打
ち
続
け

ま
す
。
本
当
に
賑
や
か
な
年
の
夜

で
あ
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
中
九
州
横
断
自
動
車

道
大
野̶

竹
田
間
の
着
工
式
、
高

速
交
通
体
系
の
夜
明
け
を
迎
え
ま

す
。
そ
し
て
国
民
体
育
大
会
に
は

多
く
の
お
客
様
が
お
い
で
に
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
盛
大
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
こ
の
師
走
を

無
事
に
過
ご
さ
れ
、
来
る
年
が
輝

き
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
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竹田保育所

 

元
気
い
っ
ぱ
い　

　

  

笑
顔
い
っ
ぱ
い

　

 

や
さ
し
い
心
の

　
　

子
ど
も
た
ち

　

七
里
団
地
の
閑
静
な
環
境

の
中
に
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

県
産
杉
を
使
っ
た
園
舎
と
幼

稚
園
用
の
広
い
園
庭
、
乳
児

用
の
園
庭
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

園
か
ら
15
分
程
歩
け
ば「
義

美
公
園
」や「
お
た
ま
や
公
園
」

行
き
の
遊
歩
道
が
あ
り
、
身

近
に
野
山
を
か
け
回
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
木
の
実
等
を
持
ち
帰
り
、

ま
ま
ご
と
あ
そ
び
の
材
料
に

し
て
い
ま
す
。
年
度
末
に
な

る
と
、
殿
町
や
消
防
署
ま
で

距
離
を
の
ば
し
て
出
か
け
て

い
ま
す
。
夏
は
裸
足
に
な
っ

て
泥
ん
こ
や
プ
ー
ル
あ
そ
び

を
し
て
、
の
び
の
び
と
過
ご

ぼくたち・わたしたちの学び舎

竹
田
商
業
高
校　
最
後
の
文
化
祭

　

10
月
27
日
㈯
、
竹
田
商
業
高
校

（
後
藤
孝
太
郎
校
長
77
名
）
の
文

化
祭
「
愛あ

い

♥
会あ

い

76　

雄
飛
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
平
成
20

年
３
月
に
閉
校
と
な
る
た
め
、
最

後
の
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
だ
け
で
な
く
、家
族
や
地
域

の
方
も
参
加
し
、俳
句
の
審
査
会
や

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、生
徒
自
身
が
考
え

た
独
自
の
校
内
通
貨「ａあ

い

あ

い

ｉ
ａ
ｉ
」を

使
っ
た
縁
日
等
で
校
内
は
賑
わ
い
、

暖
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
実
行
委
員
長
の
栗く

り
は
ら
ひ
ろ

原
宏

幸ゆ
き

君
（
３
年
）
は
、「
最
初
は
心

配
し
て
い
た
が
、
盛
り
上
が
っ
て
、

生
徒
自
身
が
楽
し
め
て
よ
か
っ

た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
㈮
に
は
、
生
徒
と
家

族
が
参
加
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。　

思い出の写真も

エ
コ
キ
ャ
ラ
バ
ン　

荻
小
に

　

使
用
済
み
の
食
用
油
を
使
っ
て

作
ら
れ
ら
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
で
走
る
自
動
車

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）

の
利
活
用
を
す
す
め
る
「
ぐ
る
っ

と
九
州
エ
コ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
一

行
が
、
11
月
８
日
㈭
、
荻
小
学
校

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
５
・
６
年
生
56
人

が
家
庭
か
ら
使
用
済
み
の
食
用
油

を
持
ち
寄
り
、
実
際
に
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
が
精
製
さ
れ
る
様

子
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
が
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
で
動
い
て

い
る
様
子
を
見
学
し
、
食
用
油
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
や
身
近
な

生
物
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

排気は天ぷらの臭い？

し
て
い
ま
す
。

　

夕
涼
み
会
や
芋
掘
り
、
遠

足
、
発
表
会
、
毎
月
の
誕
生

会
（
和
太
鼓
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

日
本
舞
踊
・
楽
器
演
奏
・
手

品
・
神
楽
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
る
園
訪
問
）

は
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
南
山
荘
」、「
悠
々

居
」
等
の
施
設
訪
問
を
数
回

行
っ
て
い
ま
す
。
世
代
間
交

流
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
や
さ
し
い
心
が
育
っ
て
い

き
ま
す
。

　

財
政
面
は
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
廃
材

を
使
う
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
し
だ
い
で

何
と
で
も
な
る
の
で
面
白
い

で
す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
で
「
キ

ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
」、
タ
オ
ル

で
「
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
」

等
を
作
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
物
を
大
切
に
す
る

心
が
育
っ
て
く
れ
る
と
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
【
食
育
】
で
大
切
な
給
食

と
お
や
つ
は
、
も
ち
ろ
ん
手

作
り
で
栄
養
満
点
で
す
。

　

現
在
、
０
歳
児
か
ら
４
歳

児
ま
で
56
名
の
子
ど
も
た
ち

は
、
園
長
以
下
12
名
の
職

員
と
楽
し
い
園
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
園
に

あ
そ
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
（
高
橋
は
つ
み
）
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三
角
寛
は
本
名
を
三み

う
ら
ま
も
る

浦
守

と
い
い
、明
治
36
（
１
９
０
３
）

年
に
岡
本
村
馬ま

籠ご
め

（
現
岡
本

地
区
中
村
）
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
と
て
も
腕わ

ん
ぱ
く白
だ
っ
た
た

め
、12
歳
の
時
、大
野
郡
（
現

豊
後
大
野
市
）
に
あ
る
お
寺

に
預
け
ら
れ
、
修
行
を
し
ま

し
た
。
住
職
は
、
守
少
年
の

非ひ

凡ぼ
ん

な
才
能
を
見
抜
き
、
故

郷
を
離
れ
て
進
学
す
る
こ
と

を
勧す

す

め
ま
し
た
。

　
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
、

日
本
大
学
に
入
学
し
ま
し
た

が
、
在
学
中
に
朝
日
新
聞
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
社
会
部

記
者
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
、

多
く
の
小
説
を
書
き
、「
サ
ン

カ
小
説
」
と
い
う
分
野
を
開

拓
し
ま
し
た
。

　
名
声
を
博
す
る
と
、
東
京

サンカ小説を開拓した三
み

角
すみ

　寛
かん

で
作
家
と
し
て
暮
ら
し
、
昭

和
37
（
１
９
６
２
）
年
に
は
、

小
説
の
題
材
と
な
っ
た
サ
ン

カ
の
研
究
に
よ
っ
て
文
学
博

士
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
映
画
館
を
数
館
経

営
し
、
池
袋
の
文ぶ

ん
げ
い芸

坐ざ

も
そ

の
一
つ
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
余よ

ぎ技
な
が
ら
独

自
の
加
工
法
に
よ
る
「
漬
物
」

は
、
年
を
経
る
ご
と
に
妙み

ょ
う
み味

を
醸か

も

し
、
評
判
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
に
は
、
20
冊

の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
本
田
耕
一
）

 

サ
ン
カ

　
日
本
の
山
地
や
里
周
辺
部
で
過
去

に
見
ら
れ
た
と
さ
れ
る
不
特
定
の

人
々
を
指
す
言
葉
。（
フ
リ
ー
百
科

事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
よ
り
）

　
も
う
師
走
。
私
は
今
、
今
年
最

後
の
海
外
公
演
と
な
る
ア
メ
リ
カ
・

シ
カ
ゴ
に
来
て
い
ま
す
。
今
年
訪

れ
た
国
々
は
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・

オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
台
湾
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
。
お
よ
そ
８
か
月

間
、
そ
の
す
べ
て
が
冬
で
し
た
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
は
冬
。
私
た
ち
は
冬
を
追

い
か
け
て
世
界
を
旅
し
て
い
ま
す
。

今
い
る
シ
カ
ゴ
も
常
に
氷
点
下
で

す
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
国
々
の
人

達
は
、
気
候
の
よ
い
シ
ー
ズ
ン
は

バ
カ
ン
ス
、
ぬ
く
も
り
の
恋
し
い

季
節
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を

楽
し
む
と
言
い
ま
す
。
白
銀
を
掻

き
分
け
て
劇
場
に
集
ま
っ
た
観
客

は
、
心
の
底
か
ら
温
ま
り
外
気
の

寒
さ
な
ん
て
届
か
な
い
よ
う
で
す
。

　
２
０
１
０
年
か
ら
は
い
よ
い
よ

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
本
場
こ

の
ア
メ
リ
カ
で
全
土
ツ
ア
ー
が
始

ま
り
ま
す
。
同
時
に
現
在
国
内
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
新
星
Ｔ
Ａ

Ｏ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
を
開
始

し
ま
す
。
世
界
中
で
毎
日
の
よ
う

に
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
鑑
賞
で
き
る
頃
、「
最

新
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
ス
テ
ー
ジ
は
Ｔ
Ａ

Ｏ
の
故
郷
で
見
ら
れ
る
ら
し
い
」

と
い
わ
れ
る
劇
場
を
く
じ
ゅ
う
高

原
に
作
る
の
が
私
た
ち
の
目
標
で

す
。
伝
統
と
歴
史
の
町
、
そ
し
て

日
本
が
誇
る
美
し
い
高
原
の
ま
ち
、

竹
田
市
に
芸
術
の
都
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
西
亜
里
沙
）

ちょっと
　よりみち

夢へと続く階段を一段一段踏みしめて

第27回

記者時代の三角寛

今
年
の
夏
は“

酷
暑”

で
、
残
暑

も
厳
し
く
、
紅
葉
は
ど
う
だ
ろ
う

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
寒

さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
山
々
も
美

し
く
色
づ
き
ま
し
た
。

　
荻
の
陽
目
渓
谷
で
も
木
々
が
赤

や
黄
色
に
色
づ
き
、
多
く
の
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
岡
城
の
お
殿
様
も
こ
の
滝
と
紅

葉
の
美
し
い
風
景
を
楽
し
む
た
め

に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
地
に
茶
屋
を
設

け
た
の
で
し
ょ
う
。

紅葉が美しい陽目渓谷

寛・寛子親子の著作物
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競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと301日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

施
設
完
成
！

　
　
　

〜
山
岳
競
技
〜

　

大
分
国
体
の
山
岳
競
技
会
場
と
な
る

竹
田
高
等
学
校
に
、
こ
の
程
競
技
施
設

が
完
成
し
ま
し
た
。
高
校
内
の
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
横
に
高
さ
15
ｍ
、
幅
４
ｍ
の

リ
ー
ド
壁
が
２
基
、
そ
し
て
修
道
会
館

内
に
は
高
さ
５
ｍ
、
幅
６
ｍ
の
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
壁
が
４
面
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
国
体
か
ら
は
こ
の
両
施
設
を
利
用

し
て
行
う
リ
ー
ド
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
と
な
り
ま
す
。

　

早
速
、
本
番
の
施
設
を
利
用
し
て
竹
田

高
校
山
岳
部
の
生
徒
や
地
元
大
分
県
の

選
手
が
実
践
練
習
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

今
月
１
〜
２
日
に
は
第
３
回
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
の
大
会
が
、
来
年

６
月
７
〜
８
日
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

行
わ
れ
、
10
月
の
本
大
会
へ
と
準
備
が
進

め
ら
れ
ま
す
。
国
体
終
了
後
、
リ
ー
ド
壁

は
そ
の
ま
ま
残
り
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
壁

は
リ
ー
ド
施
設
裏
の
屋
内
施
設
に
移

設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
を
今
後
よ

り
よ
く
活
用
で

き
る
よ
う
に
管

理
者
で
あ
る
大

分
県
を
中
心
に

検
討
し
て
い
ま

す
。

ボルダリング施設。12 月 1日、2日には国内トップ
レベルの登りを見ることができる。

完成したリード施設

 竹田市の炬
きょ

火
か

に名前をつけよう！
　「炬火」とはたいまつのことで、オ
リンピックの聖火にあたります。この
「炬火」のもととなる火を、竹田市では
九州本土最高峰の久住山頂と、豊かな
自然に恵まれた祖母山頂で採火し、
市民の皆さんによってリレーをしていく予定です。
県内各地で採火された火は国体の総合開会式で集火
され、一つの大きな炬火となります。
　皆さんに竹田市で採火した「炬火」の名称を募集
いたします。
応募方法
　はがき、または FAX でご応募ください。
　１．炬火名「○○○の火」（字数は自由です）　
　　例・北緯 40度・なまはげ交流の火
　　　　　　　　　　　　　　  （秋田国体、男鹿市）
　　　　いしん前進・龍馬の火（高知国体、高知市）
　２．命名理由
　３．住所（郵便番号）、氏名、年齢、電話番号
　※応募資格は竹田市内に居住する方で年齢は問い
　　ません。
　※採用者には記念品を差し上げます。　　　　　
募集期間
　平成19年12月1日㈯～平成 20年1月31日㈭
応募先
　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650
　竹田市役所　国体推進室　
　☎ 63-4822　℻62-3488

　

63
年
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
国
体

旗
。
こ
の
旗
が
大
会
開
催
前
に
各
市

町
を
リ
レ
ー
し
、
総
合
開
会
式
で
大

分
市
に
戻
り
ま
す
。
当
時
、
久
住
中

学
校
の
教
諭
だ
っ
た
阿
孫
眞
博
さ
ん

は
、
前
回
の
国
体
の
と
き
に
久
住
町

の
境
川
バ
ス
停
か
ら
新
町
バ
ス
停
ま

で
、
第
３
区
の
１
・
８
㎞
を
20
人
の

生
徒
と
一
緒
に
走
り
ま
し
た
。

　

阿
孫
さ
ん
は
、
リ
レ
ー
隊
の
隊
長

と
し
て
先
導
、
時
間
や
ペ
ー
ス
配
分

を
考
え
な
が
ら
大
役
を
務
め
ま
し

た
。
当
時
の
様
子
を
「
町
の
広
報
の

呼
び
か
け
も
あ
っ
て
沿
道
に
は
小
旗

を
振
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
中
学
校
の
生
徒
も
外
に
出
て
い

た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

阿
孫
さ
ん
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
選
手
と
し
て
国
体
出
場
の
経
験
を

持
ち
、
大
分
国
体
の
時
は
競
技
役
員

と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。
大
会
の
成

功
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

気
を
配
っ
て
お
も
て
な
し
を
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

プレイバック剛健国体
 第5回　阿孫　眞

まさひろ

博さん
　　　　　（久住町栢木在住）

「もう一度国体旗をリレー
してみませんか？」の質問
に「そうやなあ…」と笑っ
ていました。

mailto:kokusui@city.taketa.lg.jp
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リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
会
場
を
華
や

か
に
彩
り
、
訪
れ
た
人
々
を
和
ま

せ
た
真
っ
赤
な
サ
ル
ビ
ア
。
会
期

に
合
わ
せ
て
咲
か
せ
る
た
め
に
、

多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
苗
作
り
を
手

が
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
三
重
農

ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
今
年
で
卒
業
で
す

が
、「
来
年
も
き
れ
い
に
咲
く
よ
う

に
頑
張
っ
て
育
て
て
欲
し
い
」
と

い
う
思
い
で
後
輩
に
託
し
ま
す
。

業
・
三
重
総
合
高
校
久
住
分
校
の

皆
さ
ん
で
す
。
工
藤
久
雄
先
生
の

指
導
の
も
と
、
３
年
生
を
中
心
に

苗
を
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
藤
先
生
は
、「
会
場
を
訪
れ

る
方
を
お
も
て
な
し
す
る
為
の
苗

を
作
る
と
説
明
し
た
の
で
、
生
徒

は
意
識
を
も
っ
て
育
て
て
い
ま
し

た
。」
と
育
苗
中
の
生
徒
の
様
子

を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、「
う
ま
く

で
き
る
と
い
い
な
あ
」
と
い
う
気

持
ち
で
協
力
し
あ
っ
て
つ
く
っ
た

苗
が
、
大
会
後
も
様
々
な
場
所
で

活
用
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、「
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
顔
が

代表して村田智美さん（左）と若山和
いずみ

泉さん（右）
にお話をして頂きました。

めじろん日記
～三重農業・三重総合高校
　　　　　　　久住分校～

めじろんが行く!!
～めじろん人気は
　　世代を超える～

学園祭の主役は
もちろんめじろん？

荻・柏原保育所の
子ども達と一緒に

「戸締まり用心・火の用心」めじろんダンスで
世代間交流です
（嫗岳地区文化祭にて）

竹田商業高校「雄飛祭」
学校最後の文化祭です。

竹田高校「臥牛祭」

　

来
年
竹
田
市
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
競
技
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
参
加
す
る
竹
田

高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
す
る
麻
生

菜
美
さ
ん
（
２
年
）
と
佐
藤
恵
里
奈

さ
ん
（
１
年
）。

　

来
年
の
国
体
へ
向
け
、
先
日
全
国

高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
大
分
県
大
会
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

放
送
す
る
時
は
、「
落
ち
着
い
て
、は
っ

き
り
と
言
う
」（
麻
生
さ
ん
）、「
状
況

に
応
じ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
！
」（
佐
藤

さ
ん
）を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

国
体
で
は
、「
聞
き
や
す
く
、
選

手
の
気
持
ち
を
高
め
ら
れ
る
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
し
た
い
」（
麻
生
さ
ん
）、「
雰

囲
気
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
い
」（
佐
藤
さ

ん
）
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
夏
も
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
競
技

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
し
た
二
人
。
普

段
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
ラ
グ
ビ

ー
部
員
を
支
え
て
い
ま
す
が
、
国
体

で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
大
会
を

支
え
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
準
備
中
！

　

〜
竹
田
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

　
　
　
　
　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〜

　
　

麻
生　

菜
美
さ
ん
（
２
年
）

　
　

佐
藤
恵
里
奈
さ
ん
（
１
年
）

部員は現在 11 人。
「ラグビー、一緒にやりませんか？」と、
部員の増加を願っています。
（左）麻生さん、（右）佐藤さん

佐
藤
寿
男
さ
ん
、
竹
田
高
校
、
竹
田
商
業
高
校
か
ら
画
像
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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真剣に的を狙う参加者

たくさんの柿をむく

式典の様子 厳かな雰囲気の献茶式

展示された子どもたちの作品

画
聖
田
能
村
竹
田
先
生
を
偲
ん
で

　

今
年
は
、画
聖
田
能
村
竹
田
先
生

の
没
後
１
７
３
年
目
を
む
か
え
ま

す
。
11
月
３
日
㈯
に
は
、旧
竹
田
荘

画
聖
堂
で
献
茶
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、竹
田
市
文
化
会
館
で
は
、

美
術
祭
の
特
賞
入
賞
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
特
賞
・
入
賞
し

た
作
品
は
１
日
か
ら
４
日
ま
で
体

育
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
後
特
賞
作
品

は
水
琴
館
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

安
ら
ぎ
と
安
心
に
満
ち
た

支
え
あ
う
暮
ら
し
づ
く
り

　

第
３
回
竹
田
市
福
祉
大
会
「
福

祉
ま
つ
り
」
が
、11
月
10
日
㈯
、竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
し

た
参
加
者
は
、久
住
保
育
所
や
緑
ヶ

丘
中
学
校
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

発
表
や
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

弓
で
里
お
こ
し

　

11
月
18
日
㈰
、
松
本
地
区
穴
井

迫
に
あ
る
森
八
幡
社
で
第
19
回
メ

ン
ヒ
ル
の
里
お
こ
し
弓
ま
つ
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

松
本
地
区
の
各
自
治
会
か
ら
団

体
戦
に
22
チ
ー
ム
が
、
個
人
戦
に

28
名
が
参
加
し
腕
を
競
い
合
う
と

と
も
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
、５
０
０
個
の
干
し
柿
作
り

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
住
高
原
み
ち
く

さ
案
内
人
ク
ラ
ブ
と
久
住
町
境
川

自
治
会
で
は
、
昨
年
か
ら
干
し
柿

作
り
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
11
月
18
日
㈰
に
、
大
分
市
等

か
ら
40
名
以
上
が
参
加
し
、
地
元

の
方
と
と
も
に
２
、５
０
０
個
の

干
し
柿
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
㈯
に
第
２
回
ト
マ
ト

天
国
in
お
ぎ
・
第
28
回
荻
ふ
る
さ

と
祭
り
が
荻
中
央
公
民
館
駐
車
場

で
開
か
れ
、
特
産
の
ト
マ
ト
等
新

鮮
な
野
菜
の
販
売
や
ト
マ
ト
リ
ゾ

ッ
ト
の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
㈰
に
は
、
第
20
回
町
と

村
を
結
ぶ
奥
豊
後
ふ
れ
あ
い
祭
が

竹田

荻

ミュージカルの一幕

市
民
参
加
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
雲
た
か
山
の
鬼
」

が
、
10
月
28
日
㈰
に
久
住
中
央
公

民
館
で
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
約

30
名
の
市
民
が
稽
古
か
ら
舞
台
作

り
や
出
演
者
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
公
演
を
体
験
し
、
舞
台
芸
術

の
大
変
さ
や
魅
力
を
学
び
ま
し
た
。

下
本
町
通
り
周
辺
で
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
が
初
め
て
の
八
幡
山
楽

市
楽
座
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振

興
祭
も
11
日
㈰
に
直
入
総
合
支
所

前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
か
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
演
奏
や
神
楽
の
ほ
か
、

焼
肉
コ
ー
ナ
ー
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を　
知
り　
味
わ
い　
ふ
れ
あ
う

直入
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植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

10
月
27
日
㈯
、
九
州
電
力
㈱
大

分
支
店
が
主
催
す
る
「
九
州
ふ
る

さ
と
の
森
づ
く
り
」
が
直
入
町
長

湯
の
烏

か
ら
す
だ
け嶽

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
約
７
０
０

名
が
参
加
し
、
山
桜
、
山
も
み
じ

等
約
１
万
本
を
植
え
ま
し
た
。

“早く大きくなってね”人であふれる駅前通り（17日㈯）

古町通り

２
０
、０
０
０
本
の
竹
灯
籠
に

照
ら
し
出
さ
れ
る
城
下
町

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
竹
楽

が
、
11
月
16
日
㈮
か
ら
18
日
㈰
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
街
地
の
歴
史
あ
る
建
物

や
石
段
が
２
０
、０
０
０
本
の
竹
灯

発表をする同協議会熊谷事務局長

大
人
も
子
ど
も
も

み
ん
な
で
火
災
予
防

　
「
救
急
の
日
」
の
11
月
９
日
㈮
、

あ
さ
ひ
ヶ
丘
保
育
園
の
園
児
33
名

が
消
防
署
を
訪
れ
、
署
内
や
消
防

車
を
見
学
、
放
水
体
験
の
ほ
か
、

餅
つ
き
も
行
い
、
消
防
士
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
竹
田
市
消
防
団
で
は
、
各

方
面
隊
ご
と
に
火
災
防
御
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

窓は閉めたままでも聞こえます

建物火災防御訓練（11日㈰挟田） “ジャンプシュート”

消防士のお兄ちゃんと

ゆ
っ
く
り
安
全
運
転
で

名
曲
を
楽
し
ん
で

　

菅
生
地
区
田
代
の
国
道
57
号
線

に
11
月
16
日
㈮
、メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
し
た
。
九
州
初
、全
国

で
も
５
つ
目
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド

は
、
刻
ん
だ
溝
の
幅
や
深
さ
で
音

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
瀧
廉
太
郎

作
曲
の
「
花
」
が
流
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
と
む
ら
づ
く
り
を
考
え
る

　

11
月
１
日
㈭
、
第
51
回
九
州
地

区
農
地
集
団
化
事
業
現
地
研
究
大

会
が
久
住
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
九
州
農
地
集
団
化
推
進

協
議
会
会
長
で
あ
る
牧
市
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
九
重
野
地
区
担
い

手
育
成
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み

が
事
例
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
高
原
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
第

３
回
久
住
カ
ッ
プ
が
10
月
27
日
㈯

と
28
日
㈰
に
久
住
総
合
体
育
館
と

久
住
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
竹
田
、
久
住
の
ほ
か
、

大
分
県
内
や
佐
賀
県
か
ら
13
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
鶴
崎
ク
ラ
ブ
が
優

勝
し
ま
し
た
。

籠
に
照
ら
し
出
さ
れ
、訪
れ
た
多
く

の
方
は
、そ
の
美
し
さ
に
見
入
り
、

感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
竹
楽
開
催
に
合
わ
せ
、国
指

定
重
要
文
化
財
願
成
院
本
堂〝
愛
染

堂
〞の
御
開
帳
も
行
わ
れ
ま
し
た
。公開された阿弥陀如来像
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

昨年の健康づくり推進大会

保健だより
 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

助
成
対
象

　

竹
田
市
内
に
住

所
を
有
し
、
い
ず

れ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る

乳
幼
児
で
、
未
就
学
児
（
出
生
か

ら
満
６
歳
に
な
っ
た
最
初
の
３
月

末
日
ま
で
）
の
入
院
・
通
院
・
調

剤
・
入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己

負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
、
交
通
事
故
な
ど

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
や
、

診
断
書
等
の
文
書
作
成
料
や
保
険

適
用
外
の
患
者
負
担
金
は
、
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
方
法

　

医
療
機
関
窓
口
で
保
険
証
と
一

緒
に
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者

証
を
提
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

医
療
費
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
左
記
の
場
合
は
医
療

費
を
支
払
い
、
後
で
還
付
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
医
療
機
関
窓
口
で
医
療
費
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
》

・
受
給
資
格
者
証
の
提
示
が
な
い

　

場
合

・
県
外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し

　

た
場
合

・
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
（
整
骨

　

院
）、補
装
具
を
作
成
し
た
場
合

・
入
院
時
食
事
療
養
費　

な
ど

　

医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

医
療
機
関
の
証
明
ま
た
は
保
険
点

数
と
領
収
印
の
あ
る
領
収
証
を
添

え
て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

交
付
申
請
書
を
健
康
増
進
課
ま
た

は
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
提
出

し
、
還
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
は
診
療
月

の
翌
月
か
ら
１
年
以
内
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

医
療
費
の
還
付
は
口
座
振
替
と

な
り
ま
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
の

提
出
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

平
成　

年
度

 
竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

　

今
年
度
は
、
昨
年
創
っ
た
竹
田

市
介
護
予
防
体
操｢

竹
田
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
音
頭｣

の
普
及
と
、
生
活

の
中
へ
の
運
動
の
普
及
を
目
指
し
、

｢

広
げ
よ
う
運
動
の
輪･

和
・
話

〜
か
ら
だ
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感

じ
よ
う
〜｣

を
テ
ー
マ
に
健
康
づ

く
り
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈰　

13
時
〜

　
　
　
（
受
付　

12
時
30
分
〜
）

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

内
容　

◇
講
演｢

姿
勢
改
善
が
若
さ
の
秘

訣
!!
心
と
身
体
の
イ
キ
イ
キ･

ウ

キ
ウ
キ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ｣

　

講
師　

尾
陰
由
美
子
先
生

◇
竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音
頭
発
表

◇
か
ら
だ
す
っ
き
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
頭
す
っ
き
り
若
返
り
コ
ー
ナ
ー

・
お
茶
間
体
操
コ
ー
ナ
ー

・
足
の
お
手
入
れ
コ
ー
ナ
ー

・
親
子
ビ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー

・
簡
単
手
作
り
ジ
ュ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー

 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

冬
場
は
血
液
が
不
足
す
る
時
期

で
す
。
輸
血
を
必
要
と
さ
れ
る
方

に
、
安
定
的
で
安
全
な
血
液
を
提

供
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
方

に
副
作
用
の
少
な
い
４
０
０
㎖
献

血
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

可
能
な
方
は
、
４
０
０
㎖
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

12
月
26
日
㈬　

10
時
〜
16

　

時
場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

種
類　

４
０
０
㎖
、
２
０
０
㎖

※
献
血
カ
ー
ド
（
献
血
手
帳
）
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
献
血
の
際
、
本
人
確
認
が
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免
許
証

や
保
険
証
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、

献
血
さ
れ
る
方
の
健
康
を
考
え
、

60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ

る
方
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課　

☎
63‒

４
８
１
０

《採血基準と献血の間隔》

19

年　齢 体　重 献血の間隔
２
０
０
㎖
献
血

16 ～ 69 歳

男性
　45㎏以上
女性
　40㎏以上

男女とも４週間後の
同じ曜日から献血で
きます。

４
０
０
㎖
献
血

18 ～ 69 歳 男女とも
　50㎏以上

男性は 12週間後、
女性は 16週間後の同
じ曜日から献血でき
ます。
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今月の食育レシピ

　

最
近
、
一
人
暮
ら
し
で
周
囲
に

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
人
や
認

知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
等
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

人
が
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
の

契
約
や
不
動
産
の
処
分
、
遺
産
分

割
を
す
る
際
等
、
本
人
が
十
分
な

意
思
表
示
が
で
き
な
い
た
め
に
不

利
益
を
被
っ
て
い
る
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
権
利
や

財
産
を
守
る
た
め
の
公
的
な
仕
組

み
と
し
て
、日
常
生
活
支
援
事
業
や

成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
「
日
常
生
活
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
判
断

力
に
不
安
を
感
じ
始
め
た
ら
、
日

常
生
活
支
援
事
業
の
活
用
を
！

  

ど
の
よ
う
な
人
が

  　
　
　
　
　

利
用
で
き
る
の
？

　

判
断
能
力
に
不
安
が
あ
る
人
や

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
が
利
用

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
と
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
か
ら
、
一
定
以
上
の
判

断
能
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

  　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
る
の
？

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
員

が
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

支
援
（
情
報
提
供
や
契
約
援
助
）

○
日
常
生
活
に
必
要
な
手
続
き
の

支
援
（
行
政
手
続
き
・
消
費
契
約

の
手
続
き
等
）

○
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援

（
税
金
・
保
険
料
・
公
的
料
金
・
家

賃
等
の
支
払
い
、
年
金
の
受
け
取

り
、
預
貯
金
の
預
け
入
れ
・
払
い

戻
し
・
解
約
等
）

○
大
切
な
書
類
等
の
お
預
か
り

（
通
帳
や
証
書
、
実
印
や
銀
行
印
、

年
金
証
書
、
権
利
証
、
契
約
書
類
、

保
険
証
書
、
そ
の
他
）

  

利
用
す
る
に
は

  　
　
　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

ご
本
人
で
な
く
て
も
、
ど
な
た

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
、

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
竹

田
（
☎
62‒

４
５
５
５
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

面
談
を
通
じ
て
、
生
活
支
援
専

門
員
が
ご
本
人
の
契
約
締
結
能
力

の
判
断
を
行
い
、
一
定
以
上
の
判

断
能
力
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
本
人
の
希
望
を
確
認
し
な

が
ら
、
支
援
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

支
援
計
画
の
内
容
に
合
意
の
上
、

本
人
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
間

で
契
約
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。（
一

定
以
上
の
判
断
能
力
が
な
い
と
判

断
さ
れ
た
人
は
成
年
後
見
制
度
を

利
用
で
き
ま
す
。）

  

利
用
す
る
の
に

  　
　
　
　

い
く
ら
か
か
る
の
？

　

訪
問
や
相
談
に
係
る
費
用
や
支

援
計
画
の
作
成
に
係
る
費
用
は
無

料
で
す
。
契
約
後
の
生
活
支
援

員
に
よ
る
援
助
は
１
回
あ
た
り

１
、３
３
０
円
（
市
民
税
非
課
税

の
人
は
３
分
の
１
が
公
費
助
成
さ

れ
る
た
め
８
９
０
円
）、
大
切
な

書
類
な
ど
の
お
預
か
り
は
１
か
月

あ
た
り
５
０
０
円
の
利
用
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
全
額

が
公
費
助
成
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

４
８
０
９

　〈材料〉４人分
かぶ　　　　　　　 160 ｇ
人参　　　　　　　   20 ｇ
かぶの葉　　　　　　少々
ゆでダコ　　　　　   40 ｇ
酢　　　　　　　　　少々
刻み昆布　　　　　　少々
かぼす酢　　　　大さじ 1
三温糖　　　　　大さじ 1
薄口醤油　　　　小さじ 1
鷹の爪　　　　　　好みで
白ごま　　　　　小さじ 1

１．かぶと人参は薄いイチョウ切りにし
　て、軽く塩もみして、しばらく置き水
　分をしぼる。
２．かぶの葉はさっとゆでて刻む。
３．ゆでダコは薄切りにし、酢で下漬け
　しておく。
４．刻み昆布は水で戻す。
５．調味料を合わせ、材料を和える。
６．つぎ分けて、上にすりごまをふる。

 今月の食材　 かぶ　最も古い歴史をもつ野菜のひとつで、「古事記」「日本書紀」にも記述があり、現在で
は 80品種以上が栽培されています。根と葉で栄養成分が違い、根の部分はビタミン Cを多く含み、分解酵素
アミラーゼ（ジアスターゼ）は、胸やけの不快感をとったり、食べ過ぎの時の消化吸収を助けるなど、整腸効
果があります。葉は緑黄色野菜で、カロチン・ビタミン C・鉄・カルシウム・カリウム・食物繊維等が含まれ
ています。根も葉も両方食べると、バランスが取れていいですね。保存するときは葉が根の水分を吸い上げて
しまうので、それぞれ切り離して冷蔵庫に入れましょう。
　『かぶの魅力は柔らかい舌触りと甘み。塩もみをしっかりすると、さらにその魅力が引き出されますよ。代
わりに大根を使うこともできますが、また違った感じになります。』（直入地域　井上栄養士さん）

かぶのカボスドレッシング和え かぶの根も葉も使った彩りのよい一品。作り置きを
しておくと便利ですよ。黄色く色づいたカボスの汁
は酸味が和らぎ、子どもたちにも食べやすいでしょう。
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みんなの
　　ひろば

 

食
品
衛
生
事
業
功
労
者

 

厚
生
労
大
臣
表
彰

　

飲
食
店
「
ピ
ッ
ト
イ
ン
」
を
経

営
す
る
椎し

い
は
ら
ふ
み
お

原
文
夫
さ
ん
（
竹
田
・

平
井
）
が
、
平
成
19
年
度
食
品
衛

生
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

椎
原
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
食

品
衛
生
指
導
員
と
な
っ
て
以
来
、

竹
田
食
品
衛
生
協
会
の
理
事
、
副

会
長
、
指
導
員
部
会
長
と
し
て
食

品
衛
生
協
会
の
発
展
や
会
員
の
育

成
指
導
に
努
め
、
食
品
衛
生
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 
大
分
県
文
化
財
愛
護
功
労
者
表
彰

　

秋あ
き
た
あ
き
ら

田
明
さ
ん
（
竹
田
・
上
角
東
）

が
、
平
成
19
年
度
大
分
県
文
化
財

愛
護
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

秋
田
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら

17
年
ま
で
、
15
年
間
に
渡
り
竹
田

市
文
化
財
調
査
委
員
を
務
め
、
そ

の
う
ち
平
成
11
年
か
ら
の
６
年
間

は
委
員
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
立
図
書
館

 

入
館
者
10
万
人
突
破

　

11
月
21
日
㈬
、
竹
田
市
立
図
書

館
の
入
館
者
が
、
10
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。（
平
成
17
年
４
月
１

日
以
降
）

　

記
念
す
べ
き
10
万
人
目
と
な
っ

た
の
は
、
近こ

ん
ど
う藤

美み

ち

こ
智
子
さ
ん
（
竹

田
・
上
鹿
口
）
で
、
井
館
長
か
ら

記
念
品
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
は
「
週
１
回
は
来
ま

す
。
本
も
全
部
買
う
と
な
る
と
大

変
。
読
み
た
い
本
が
無
く
て
も
、

取
り
寄
せ
て
く
れ
る
の
で
助
か
り

ま
す
。」と
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

 

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

南
山
荘
を
訪
問

　

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
工

藤
雅
生
会
長
）
は
、
平
成
５
年
か

ら
毎
年
11
月
１
日
の
「
寿
司
の
日
」

表彰状を手にする椎原さん（右から２人目）

表彰状を手にする秋田さん

花束を受け取る近藤さん（左）

に
ち
な
ん
で
、
老
人
ホ
ー
ム
「
南

山
荘
」
に
お
寿
司
を
届
け
て
い
ま

す
。
今
年
は
早

は
や
か
わ
た
か
し

川
和
さ
ん
（
竹
田
・

殿
町
）
が
、
入
所
者
の
方
に
直
筆

の
似
顔
絵
も
贈
り
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
が
「
モ
デ
ル
に
な
っ

て
、
緊
張
す
る
の
が
い
い
ん
で
す
。

い
い
顔
し
て
ま
す
よ
。」
と
話
す

と
似
顔
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
入

所
者
の
方
は
少
し
恥
か
し
そ
う
で

し
た
が
、「
宝
に
な
り
ま
す
。」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

 

東
中
自
治
会

 

ふ
れ
あ
い
作
品
展

　

玉
来
地
区
の
東
中
自
治
会
（
竹

内
俊
一
会
長
２
６
２
世
帯
）
で
は
、

10
月
27
日
㈯
か
ら
29
日
㈪
の
３
日

間
、
集
会
所
で
ふ
れ
あ
い
作
品
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

書
や
絵
画
、
写
真
、
手
芸
品
な 入所者の似顔絵をプレゼント

ど
自
治
会
員
の
手
作
り
の
作
品
約

70
点
が
寄
せ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

 

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
11
月
号
11
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
の
話
題
」
の
「
５
区
で
首

席
を
獲
得
」
の
中
で
、「
全
６
句

の
う
ち
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、「
全

６
区
の
う
ち
）」
の
誤
り
で
し
た
。

　

ま
た
、た
け
た
ん
情
報
２
ペ
ー
ジ

「
大
相
撲　

豊
後
大
野
場
所
」
の
中

で
「
２
階
特
別
イ
ス
席
７
、０
０
０

円（
１
名
分
）」と
あ
り
ま
し
た
が
、

「
２
階
特
別
イ
ス
席
８
、５
０
０
円

（
１
名
分
）」
の
誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

所狭しと並べられた作品



図書館
から

12月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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編

集

後

記

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・求めない　　　　　　　　　　　　　   加島　祥造
・あなたの呼吸が止まるまで　　　　　   島本　理生
・残花ノ庭　　　　　　　　　　　　　   佐伯　泰英
・きみの友だち　　　　　　　　　　　　   重松　清
〔子どもの本〕
・ルビーの魔法マスター　　　　   あんびる　やすこ
・パイレーツ・オブ・カリビアン⑤～⑧　  ロブ・キッド
・ぼくのヘラオ変身日記　　　　　　　   緒島　英二
・まり　　　　　　　　　　　　　　   谷川　俊太郎
　　　　　　　　　　 ほか 40冊ほど購入しました。

　
　　　

竹田市立図書館の休館
日は、3日㈪・10日㈪・
17日㈪・24日㈪・
28日㈮～1月3日
㈭です。

　「おはなし広場」
日時　12月 12日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「一編の詩があなたを強く抱きしめる時がある」
　　　　　　  水内喜久雄・編　新潮社

　「ぜひこの本の詩を読ん
でください！生きるってす
ばらしい、ぼくはそう伝
えたいです。」というメッ
セージがあふれている一
冊です。心に響く一編の
詩に出会えますように…。

「人形は月夜にほほえむ」
　　　　　　　斉藤　洋・作  ポプラ社

　「ふしぎメッセンジャ
ーQ」シリーズ第 3弾。
小学生の主人公「勇」
が大活躍！おもしろす
ぎて読み出したら止ま
りません。１、２巻も
大人気だよ！

　

　
　
　
　

　
　　

  「おはなしルーム」
日時　12月 5日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

竹田市の人口
（平成 19年 10月 31 日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,766 人　 （－ 23人）
　男性　12,503 人　 （－ 12人）
　女性　14,263 人　 （－ 11人）
世帯数　10,691 世帯（－8世帯）

住民基本台帳登録人数

今月の新刊のご案内

『ブックスタート』
日時　12月12日㈬　13:30 ～　場所　竹田市総合社会福祉センター

『クリスマスキャロル』
プレゼントがあるよ！みんな来てね！
日時　12月24日㈪　13:00 ～ 15:30　場所　竹田市総合社会福祉センター

　
11
月
も
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
し
た
。
◇
地
域
の
お
祭
り

や
伝
統
芸
能
等
の
取
材
に
出
か
け

ま
す
が
、伝
統
を
継
承
す
る
〝
今

ど
き
の
若
者
〞
も
な
か
な
か
大
変

そ
う
で
す
。
◇
竹
楽
に
訪
れ
た
人

で
駅
前
通
り
が
埋
め
尽
く
さ
れ
た

情
景
に
驚
き
ま
し
た
が
、「
初

売
り
の
時
は
も
っ
と
多
か
っ
た
。」

と
某
先
輩
の
一
言
。
も
ち
ろ
ん
私

が
生
ま
れ
る
前
の
話
で
す
が
。
◇

今
年
も
早
い
も
の
で
12
月
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
歳
を
重
ね

て
い
く
ん
で
す
ね
。
◇
来
る
年
が

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
　
　
　
　（
井
出
）
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情
報
化
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県
竹
田
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こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

郷土の植物

第33回

　

低
山
地
の
林り

ん
え
ん縁

や
道
沿
い
に

生
育
す
る
長
さ
１・
５
㍍
ほ
ど
に

な
る
つ
る
状
の
多
年
草
で
す
。
細

く
て
白
い
毛
の
あ
る
茎く

き

は
枝
分

か
れ
し
、
他
の
植
物
に
か
ら
み
、

あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。

　

対た
い
せ
い生

の
葉
は
全ぜ

ん
え
ん縁

（
鋸き

ょ

歯し

が

な
い
）。
形
は
卵ら

ん
じ
ょ
う
ち
ょ
う
だ
え
ん
け
い

状
長
楕
円
形
で

大
き
い
も
の
で
長
さ
６
㌢
、
幅
が

３
㌢
ほ
ど
で
す
。
裏り

面め
ん

の
縁ふ

ち

や
脈

み
ゃ
く

上じ
ょ
うに
短
毛
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
の
頃
、
枝
先
に
径

３
㌢
ほ
ど
の
白
い
ユ
ニ
ー
ク
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
５
個
の
花
弁
は

離
れ
て
い
て
、
先
端
は
２
つ
に
裂

け
、
急
に
反そ

り
返
り
ま
す
。
が
く

は
淡
緑
の
広
い
鐘し

ょ
う
け
い形

で
５
裂
し

ま
す
。
花
の
内
側
に
は
一
対
の
筒

状
の
鱗り

ん
ぺ
ん片
が
あ
り
ま
す
。

　

花
の
形
が
異
国
風
な
の
で
南な

ん

蛮ば
ん

ハ
コ
ベ
の
名
が
あ
り
ま
す
が
、

外
来
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
コ

ベ
は
波は

く

べ

ら

久
倍
良
が
転て

ん

化か

し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
語
源
は
不
明

で
す
。
竹
田
で
は
、
里
山
の
道
路

沿
い
等
で
た
ま
に
観
察
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
個
体
は
少
な
い
で
す
。

　

花
期
は
７
月
か
ら
10
月
で
す
。

阿孫　久見

ナンバンハコベ（ナデシコ科）

広報たけた

12 も く じ

竹
田
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

竹
田
市
功
労
者
表
彰
／
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
／
竹

田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿

ま
ち
の
話
題
／
ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ
・
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
・
町
と
村
を
結
ぶ
奥
豊
後
ふ
れ
あ
い
祭
・
直

入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭
／
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん「
雲
た
か
山
の
鬼
」／
竹
楽
／
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド

「晩翠」
枯れ葉散る季節。朝日
待つ古の石橋を仰げば、
川辺に晩翠の匂い。
（写真・デザイン／竹蔵）

平
成
20
年
１
月
に
１
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
お

子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

http://www.city.taketa.oita.jp
mailto:taketa@city.taketa.lg.jp
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所
蔵
作
品
展　‒

近
年
の
収
集
作
品
か
ら‒

　

12
月
19
日
㈬
ま
で

※
休
館
日
は
、月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
（
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日

㈭
）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
画
楽
多
会
」
所
蔵
品（
版
画
）展

　

12
月
９
日
㈰
ま
で

　

画
楽
多
会
会
員
所
蔵
の
版
画
を
展
示
。

竹
田
素
描
同
好
会
作
品
展

　

12
月
11
日
㈫
〜
28
日
㈮

松
岡
興
司
写
真
展「
我
が
ま
ち
竹
田
」

　

平
成
20
年
１
月
５
日
㈯
〜
20
日
㈰

※
休
館
日
は
、月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。
１
月
４
日
㈰
は
展
示
替

え
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
（
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日

㈭
）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

 

第
３
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日
時　

12
月
１
日
㈯　

　

昼
の
部　

11
時
開
演
（
10
時
開
場
）

　

夜
の
部　

16
時
開
演
（
15
時
開
場
）

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

※
各
自
治
会
・
各
種
団
体
・
福
祉
団
体
で
協

力
券
（
１
枚
５
０
０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

入
場
の
際
は
必
ず
協
力
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63‒

１
５
４
４

　

福
祉
事
務
所　
　
　

☎
63‒

４
８
１
１

 

ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

 

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
月
８
日
㈯　

18
時
〜
20
時

　
　
　
（
開
場　

17
時
30
分
〜
）

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ

　

ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

事
務
局　

安
松
（
竹
田
医
師
会
病
院
内
）

　

☎
63‒

３
２
４
１

 

竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

　

介
護
予
防
体
操｢

竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音
頭｣

と
生
活
の
中
へ
の
運
動
の
普
及
を
目
指
し
、｢

広

げ
よ
う
運
動
の
輪･

和
・
話
〜
か
ら
だ
を
動
か

す
楽
し
さ
を
感
じ
よ
う
〜｣

を
テ
ー
マ
に
健
康

づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈰　

13
時
〜
16
時

　
　
　
（
受
付　

12
時
30
分
〜
）

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

○
講
演｢

姿
勢
改
善
が
若
さ
の
秘
訣
!!
心
と
身

　

体
の
イ
キ
イ
キ･

ウ
キ
ウ
キ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ｣

　

講
師　

尾
陰
由
美
子
先
生

○
竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音
頭

○
か
ら
だ
す
っ
き
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課　

☎
63‒

４
８
１
０

 

ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
！

　

ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
大
い
に
味
わ
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
楽
し
い
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。　

日
時　

12
月
23
日
㈰　

16
時
〜
20
時

場
所　

御
前
湯
駐
車
場

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

☎
75‒

２
２
１
４
（
ゼ
ン
ケ
、
小
島
）

 

道
の
駅
・
竹
田「
い
ち
ご
農
園
」オ
ー
プ
ン
！

　

道
の
駅
・
竹
田
の
「
い
ち
ご
農
園
」
が
、
12

月
24
日
㈪
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

も
ぎ
た
て
い
ち
ご
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん
か
？

開
園
期
間　

平
成
20
年
５
月
ま
で
（
予
定
）

営
業
時
間　

10
時
〜
16
時

料
金
（
40
分
間
食
べ
放
題
）

　

中
学
生
以
上　
　
　
　
　
　

１
、２
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

１
、０
０
０
円

　

小
学
生
未
満
（
３
歳
以
上
）　　

８
０
０
円

※
お
持
ち
帰
り
料
金
は
、
時
価
で
の
量
り
売
り

に
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
不
定
休
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

　

道
の
駅
・
竹
田
「
い
ち
ご
農
園
」

　

☎
66‒

３
０
０
３

 

絵
手
紙
の
よ
う
な
読
書
感
想
文
・
絵
の
展
示

　

読
書
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
小
・
中
学

生
か
ら
出
品
さ
れ
た
「
絵
手
紙
の
よ
う
な
読
書

感
想
文
・
絵
」
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
25
日
㈫
ま
で　

10
時
〜
18
時

場
所　

竹
田
市
立
図
書
館　

　

※
休
館
日
は
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
立
図
書
館　

☎
63‒

１
０
４
８　
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催
　
し

平
成
19
年
度
　
竹
田
市
成
人
式 

日
時
　
平
成
20
年
１
月
13
日
㈰

　
　
　
13
時
〜
（
受
付
　
12
時
〜
）

会
場
　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４

　
月
１
日
生
ま
れ
の
者

※
対
象
者
に
は
、
案
内
と
同
時
に
出
欠
の
返
信

用
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
返

信
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
生
涯
学
習
課
　
☎
63‒

４
８
１
７

  

税
　
金

固
定
資
産
税
の
申
告
・
届
出
に
つ
い
て

住
宅
用
地
の
異
動
申
告

　
住
宅
用
地
に
異
動
（
住
宅
の
取
り
壊
し
な
ど

で
宅
地
が
住
宅
用
地
で
な
く
な
っ
た
場
合
等
）

が
あ
っ
た
時
は
、
申
告
を
す
る
こ
と
が
法
律
・

条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
１
月
31
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
内
容
は
、
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
、
住

宅
用
地
の
所
在
・
地
積
、
家
屋
の
所
在
・
所
有

者
・
面
積
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　
土
地
の
地
目
を
変
更
し
た
場
合
、
ま
た
は
家

屋
を
新
増
築
・
取
り
壊
し
た
場
合
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。（
法
務
局
で
登
記
を
さ
れ
た
方
は

連
絡
不
要
で
す
。）

償
却
資
産
の
申
告

　
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
車
両
（
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
）
以
外

※
の
事
業(

農
・
工
・
商
業
等)

の
用
に
使
用

し
て
い
る
資
産
で
、
そ
の
償
却
費
が
所
得
税
法

ま
た
は
法
人
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算
入
さ
れ

る
も
の
）
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の
名

称
・
数
量
・
取
得
年
月
日
・
取
得
価
額
・
耐
用

年
数
等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
申
告
期
限
が
１
月

31
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
申

告
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
道
路
運
送
車
両
法
上
の
大
型
特
殊
自
動
車

は
、
陸
運
局
へ
の
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

償
却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
税
務
課
資
産
係
　
☎
63‒

４
８
０
３

ご
存
じ
で
す
か
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
各

種
手
続
を
、
自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

利
用
可
能
な
手
続

◇
申
告
…
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税

お
よ
び
印
紙
税

◇
納
税
…
全
て
の
国
税

◇
申
請
・
届
出
等
…
源
泉
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
、
各
種
支
払
調
書
、
各
種
異
動
届
出
書
等

事
前
手
続

◇
開
始
届
出
書
を
書
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
よ
り
所
轄
税

務
署
長
へ
提
出

　
利
用
者
識
別
番
号
等
は
、
10
日
か
ら
25
日
で

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。

◇
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
利
用
可
能
な
電
子
証
明
書
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
等
の
取
得

　
市
民
課
発
行
の
住
基
カ
ー
ド
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

に
利
用
可
能
な
電
子
証
明
書
と
な
り
ま
す
。
本

庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
取
得
で

き
、
発
行
費
用
は
一
枚
１
、０
０
０
円
（
住
基

カ
ー
ド
５
０
０
円
、
電
子
認
証
手
数
料
５
０
０

円
）
で
す
。
本
庁
は
即
日
交
付
、
総
合
支
所
は

後
日
受
け
渡
し
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
（
平
成
20
年
２
月
18
日

〜
）
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
電
子
証
明
書
発
行

窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
の
契
約
（
電
子
納
税
を
利
用

さ
れ
る
場
合
）

所
得
税
の
電
子
証
明
書
等
特
別
控
除
に
つ
い
て

　
電
子
証
明
書
を
有
す
る
個
人
が
、
平
成
19
年

分
ま
た
は
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
を
、
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明

書
を
付
し
て
、
そ
の
年
の
翌
年
２
月
16
日
（
還

付
申
告
は
１
月
４
日
）
か
ら
３
月
15
日
ま
で
に

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
使
用
し
て
行
う
場
合
に
は
、一
定

の
要
件
の
下
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
額
か
ら

５
、０
０
０
円(

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限

度
と
し
ま
す
。）の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
控

除
を
受
け
ら
れ
る
の
は
１
回
限
り
で
す
。）

手
続
き
の
詳
細
や
ご
質
問
に
つ
い
て
は

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

利
用
事
例
や
体
験
版
を
ま
と
め
た

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
特
集
は
こ
ち
ら

　http://w
w
w
.nta.go.jp/e-tax/01.htm

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
税
務
署
　
　
☎
63‒

３
１
４
１

　
税
務
課
課
税
係
　
☎
63‒

４
８
０
３

  

生
　
活

あ
な
た
の
「
困
っ
た
…
」
を
解
決
す

る
便
利
な
住
基
カ
ー
ド

　
写
真
付
き
住
基
（
住
民
基
本
台
帳
）
カ
ー
ド

は
、
銀
行
で
10
万
円
を
超
え
る
現
金
振
込
を
す

る
時
や
口
座
を
開
設
す
る
時
、
携
帯
電
話
を
新

規
購
入
す
る
時
等
に
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
と
同
じ
く
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
ご

利
用
で
き
ま
す
。

交
付
等
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
交
付
い
た
し
ま
す
。
有
効
期

限
は
10
年
間
で
す
。
交
付
に
は
手
数
料
５
０
０

円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
方

12
月
の
お
し
ら
せ

12
月
の
お
し
ら
せ

http://www.e-tax.nta.go.jp
http://www.nta.go.jp/e-tax/01.htm
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は
、
市
民
課
・
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
て
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

写
真
（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
・
正
面
・

無
背
景
）を
持
参
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

市
民
課　
　
　
　
　
　
　

 

☎
63‒

４
８
０
４

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
68‒

２
２
１
３

　

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課　
☎
76‒

１
１
１
３

　

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課　
☎
75‒

２
２
１
３

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
い

る
と
、
将
来
や
万
が
一
の
場
合
に
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
免
除
（
４
分
の
３
、
半
額
、
４

分
の
１
）
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
も
、
一
部

の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

　

納
付
書
を
確
認
し
て
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
方

は
、
至
急
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

案　

内

ベ
テ
ラ
ン
人
材
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

大
分
県
で
は
、
大
量
に
退
職
さ
れ
る
時
期
を

迎
え
た
団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た
方
々
が
、

退
職
後
も
現
役
時
代
に
培
っ
た
豊
富
な
知
識
や

経
験
を
企
業
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
活

か
し
て
、
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
よ
う
「
ベ

テ
ラ
ン
人
材
バ
ン
ク
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

登
録
人
材
は
既
に
１
０
０
名
を
超
え
、
様
々

な
専
門
技
術
や
知
識
、
経
験
を
持
つ
、
意
欲
あ

る
人
材
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
経
験
を
活
か
し

た
い
方
々
に
と
っ
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

再
就
職
先
を
探
す
場
と
し
て
、
企
業
・
団
体
に

と
っ
て
は
即
戦
力
の
人
材
を
確
保
で
き
る
近
道

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

登
録
・
利
用
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
活
動
希
望
者
（
個
人
）、
活

用
者
（
企
業
等
）
の
登
録
、
閲
覧
、
求
人
な
ど

が
行
え
ま
す
。
申
込
用
紙
に
よ
る
登
録
も
可
能

で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
企
画
振
興
部
県
民
活
動
支
援
室

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
０
４
３

　

ベ
テ
ラ
ン
人
材
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://oita-veteran.jp/

育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
助
成
金

　

仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
や
、
パ
ー
ト
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
取
り

組
む
事
業
主
を
対
象
と
し
た
助
成
金
が
新
設

（
名
称
変
更
）
さ
れ
ま
し
た
。

育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金

◇
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金

　

育
児
休
業
、
短
時
間
勤
務
制
度
の
取
得
促
進

を
図
る
た
め
、
適
用
者
が
初
め
て
出
た
中
小
企

業
事
業
者
（
従
業
員
１
０
０
人
以
下
）
に
対
し

て
支
給
し
ま
す
。

◇
両
立
支
援
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金

　

次
の
６
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
事
業
所
内
託
児
施
設
設
置
・
運
営
コ
ー
ス

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
費
用
等
補
助
コ
ー
ス

・
代
替
要
員
確
保
コ
ー
ス

・
子
育
て
期
の
柔
軟
な
働
き
方
支
援
コ
ー
ス

・
休
業
中
能
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

・
男
性
労
働
者
育
児
参
加
促
進
コ
ー
ス

パ
ー
ト
タ
イ
ム
助
成
金

　

正
社
員
と
共
通
の
処
遇
制
度
の
導
入
や
、
能

力
・
職
務
に
応
じ
た
処
遇
制
度
の
導
入
を
し
た

時
に
支
給
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒
７
７
５
５

　

℻
０
９
７‒

５
３
８‒
７
７
５
６

お
母
さ
ん

ど
う
し
た
の
？

写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
が
な
く
て
、
現
金

で
10
万
円
が
振
り
込

め
な
か
っ
た
の
よ
…
。

そ
れ
な
ら
、

住
基
カ
ー
ド
が

便
利
よ
！

運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
様

に
、
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
使
え
る

の
よ
！

へ
ぇ
〜
、
知
ら
な

か
っ
た
わ
。
何
も

持
っ
て
い
な
い
私

に
ピ
ッ
タ
リ
ね
！

1

2

3

4



1 ㈯ ・第 3回竹田市長旗争奪ゲートボール大会 8:30 ～（直入総合運動公園）・竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:20 ～（竹田市総合運動公園）・第 3回ボルダリング・
ジャパンカップ in 竹田 10:00 ～（竹田高校修道会館）（～ 2日）・第 3回歳末助け合いチャリティーショー① 11:00 ～② 16:00 ～（竹田市文化会館）・世界エイズデー

2 ㈰ ・第 20回大分県郡市対抗女子駅伝競走大会 12:00 ～
　（大分市営陸上競技場〔大分市〕）

3 ㈪ ・第 1回アジア・太平洋水サミット（ビーコンプラザ〔別府市〕）（～ 4日）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日　・障害者週間（～ 9日）

4 ㈫ ・直入地域人権講演会 17:30 ～（直入中央公民館）　
・人権週間（～ 10日）

5 ㈬ ・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）

6 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・荻地域人権講演会 13:00 ～ 15:00（緑ケ丘中学校体育館）

8 ㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）
・第33回ブルーフェニックスジャズオーケストラコンサート18:00～ 20:00（竹田市文化会館）

9 ㈰ ・竹田市歩こう会「竹田市総合運動公園」9:00 マルショク前集合（※ 1）・久住地域人権講演会 10:00 ～ 11:30（久住中央公民館サンホール）
・平成 19年度竹田市健康づくり推進大会 13:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）・交流体験事業「大しめ縄作り」10:00 ～（上浦〔佐伯市〕）

10㈪ ・世界人権デー　・北朝鮮人権侵害問題啓発週間（～ 16日）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

11㈫
12㈬ ・子牛市場 9:30 ～（豊後豊肥家畜市場）・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

・ブックスタート13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）

13㈭ ・高齢者大学 9:30 ～（竹田市文化会館）
・竹田温泉「花水月」休館日

14㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818

15㈯ ・第 19回クリスマス音楽の夕べ 18:30 ～（竹田商工会館）

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ12月
2007年

人権講演会
　入場は無料です。多くの皆様のご来場をお待ちしています。
○直入地域
　日時　12月４日㈫　17時 30分～　場所　直入中央公民館
　内容　講演「どうせ、生きるなら～車いすアスリートの明るい闘い～」
　　　　講師　廣道　純さん
　お問い合せ　直入総合支所市民生活課　☎ 75-2213
○荻地域
　日時　12月７日㈮　17時 30分～　場所　緑ヶ丘中学校体育館
　内容　人権コンサート
　　　　出演　願児我楽夢（がんじがらめ）
　お問い合せ　荻総合支所市民生活課　☎ 68-2213
○久住地域
　日時　12月９日㈰　10時～ 11時 30分　場所　久住中央公民館
　内容　講演「いのち輝いて～たったひとつのいのちだから～」
　　　　講師　川田　龍平さん
　お問い合せ　久住教育課　☎ 76-0717

農家民宿許可取得に向けた説明会
　12月  7 日㈮　竹田文化会館大会議室
　12月 10日㈪　荻中央公民館中集会室 
　12 月 13 日㈭　直入中央公民館視聴覚室 
　12 月 14 日㈮　久住中央公民館機能回復訓練室 
※時間はいずれも 19:00 ～ 21:00 です。
●お問い合せ
　農林畜産課農業振興係　☎ 63-4805



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈰ ・岡の里城郭史講座「近世のお城を知る」13:30 ～（岡城会館）（※ 2）　
・家庭の日

17㈪ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

18㈫ ・竹田市歩こう会「忘年歩こう会」9:30 竹田分館前集合（※ 1）
・県病健康教室「家庭で行う傷ケア」13:00 ～ 14:00（大分県立病院３階講堂〔大分市〕）

19㈬ ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所）・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・食育の日　

20㈭ ・成牛市場 9:30 ～（豊後豊肥家畜市場）・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）・３町商工会合併調印式 13:00 ～ 14:00（久住町商
工会）・竹田温泉「花水月」休館日

21㈮
22㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）・竹田南高

校市民公開講演会「子どもたちの笑顔と栄養の関わり」10:00 ～ 12:00（竹田南高校）

23㈰ ・天皇誕生日　・第 1回長湯ドイツ風クリスマスマーケット 16:00 ～ 20:00（御
前湯駐車場）・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

24㈪ ・クリスマスキャロル 13:00 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

25㈫ ・市県民税（4期）、国民健康保険税（6期）、介護保険料（6期）納期限
・クリスマスミニコンサート 14:00 ～（瀧廉太郎記念館）

26㈬ ・献血 10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）
・竹田保健所精神保健福祉相談 14:00 ～ 16:00（竹田保健所）

27㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

28㈮
29㈯ ・市役所年末休暇

30㈰ ・市役所年末休暇

31㈪ ・市役所年末休暇

月　間
その他

・1月1日㈫ 2008 年竹田市荻新春歩こう会 5:30 受付（荻中央公民館）・1月1日㈫竹田市歩こう会「元旦歩こう会」7:00 そうぞうの丘集合（※ 1）・1月1日㈫第 31回竹田元旦マラソ
ン大会 10:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）・イルミネーション点灯（JR豊後竹田駅前稲葉川河畔）（～ 31日）・共同募金運動（～ 31日）・冬の省エネキャンペーン（～ 3月 31日）

※久住総合運動公園野球コートは、
　整備のため平成 20年３月まで　
　使用できません。

食育ツーリズム雇用創出大作戦
・おもてなし研修会
　12月 6日㈭　14:30～ 17:00（久住総合支所３階会議室）
　12月 7日㈮　9:30 ～ 12:00（商工会議所２階会議室）
・商家民泊・まちなかオーベルジュ研修会
　12月 7日㈮　19:30 ～ 21:30（場所未定）
・岡城魅力づくり研修会
　12月 12日㈬　13:00 ～ 15:00（岡城会館）
　12月 13日㈭　10:00 ～ 12:00（竹田温泉「花水月」）
・竹田直入温泉地づくり研修会
　12月 12日㈬　16:00 ～ 18:00（国民宿舎「久住高原荘」）
　12月 13日㈭　10:00 ～ 12:00（竹田温泉「花水月」）
・周遊型観光研修会
　12月 14日㈮　時間・場所未定
・交流店舗拠点づくり研修会
　12月 18日㈫　時間・場所未定
・ステンドグラス研修会
　12月 19日㈬　時間未定（むらさき草）
　12月 20日㈭　時間未定（むらさき草）
●お問い合せ
　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122
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教　

育

平
成
20
年
度 
市
立
幼
稚
園
の
願
書
受
付
開
始

◇
竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園 

対
象  

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
（
５
歳
児
）

◇
直
入
幼
稚
園 

対
象　

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
（
４
・
５
歳
児
）

※
竹
田
地
域
・
直
入
地
域
の
該
当
す
る
子
の
保

護
者
に
は
入
園
願
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

12
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
幼

稚
園
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
指
導
室

（
☎
63‒

４
８
１
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

※
小
学
校
区
外
、
市
外
で
も
入
園
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
幼
稚
園　

☎
63‒

１
０
８
１

　

南
部
幼
稚
園　

☎
63‒

１
０
８
４

　

直
入
幼
稚
園　

☎
75‒

２
２
３
０

大
分
県
立
盲
学
校　
高
等
部
生
徒
募
集

出
願
資
格　

両
目
の
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

未
満
（
矯
正
視
力
）
の
も
の
ま
た
は
視
力
以
外

の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
も
の
の
う
ち
、
拡

大
鏡
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図

形
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能
ま
た
は
著

し
く
困
難
な
程
度
の
も
の
。

要
項
は
、
12
月
３
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。
で

き
る
だ
け
12
月
中
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
願
書
請
求

　

大
分
県
立
盲
学
校
教
務
係

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
６

　

大
分
市
金
池
町
３
丁
目
１
番
75
号

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
８

　

℻
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
６

  

環
境
衛
生

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日
㈭
ま
で
の
年
末

年
始
は
、
ご
み
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

古
紙
の
み
、
次
の
と
お
り
変
更
し
て
収
集
し

ま
す
。

　

１
月
１
日
㈫　

↓　

８
日
㈫

　

１
月
２
日
㈬　

↓　

９
日
㈬

　

１
月
３
日
㈭　

↓　

10
日
㈭

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持
込
に
つ
い
て

　

年
末
は
12
月
28
日
㈮
の
午
前
中
ま
で
、
年
始

は
１
月
４
日
㈮
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
家
庭
ご
み
の
個
人
持
込

が
非
常
に
多
く
な
る
季
節
で
す
。
ご
み
収
集
車

と
の
離
合
等
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
粗
大
ご

み
や
急
を
要
す
る
ご
み
以
外
は
、
定
期
収
集
に

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

し
尿
汲
み
取
り
に
つ
い
て

　

し
尿
汲
み
取
り
の
申
込
み
は
、
年
末
に
集
中

し
ま
す
の
で
、
12
月
21
日
㈮
ま
で
に
㈱
竹
田
衛

生
社
（
☎
63‒

３
５
４
６
）
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　

☎
63‒

４
８
２
１

　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
68‒

２
８
１
９

  

保
健
衛
生

県
病
健
康
教
室

　

大
分
県
立
病
院
で
は
、
10
月
か
ら
１
月
に
か

け
て
、
看
護
を
テ
ー
マ
に
毎
月
第
３
火
曜
日
に

県
病
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
（
入
場
無
料
）。

日
時　

12
月
18
日
㈫　

13
時
〜
14
時

演
題　

家
族
で
行
う
傷
ケ
ア

講
師　

医
療
安
全
管
理
室
主
任
看
護
師

　
　
　

宮
成　

美
弥

場
所　

大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院
総
務
課
総
務
班

　

☎
０
９
７‒

５
４
６‒

７
１
１
８

竹
田
保
健
所　
精
神
保
健
福
祉
相
談

　

竹
田
保
健
所
で
は
、
精
神
疾
患
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
の
た
め
、
ひ
き
こ
も
り
、
老
人
性

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
心
の
健
康
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
方
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象

に
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
26
日
㈬　

14
時
〜
16
時

内
容　

専
門
医
師
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
相
談

場
所　

竹
田
保
健
所

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所
地
域
保
健
課

　

☎
63‒

２
１
８
７

  
募　

集

第
31
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

平
成
20
年
１
月
１
日
㈫

　
　
　
（
受
付
９
時
〜　

開
会
式
10
時
〜
）

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目

　

小
学
生
の
部
（
５
・
６
年
男
女
）　　
２
㎞

　

中
学
生
の
部
（
男
女
）　　
　
　
　

３
㎞

課　

程(

学
科)

入
学
定
員

本
科

(

中
卒
者)

普
通
科

重
複
障
が
い

学
級

３
名

単
一
障
が
い

学
級

８
名

保
健
理
療
科

８
名

専
攻
科(

高

卒
以
上)

保
健
理
療
科

８
名

理
療
科

８
名
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高
校
生
の
部
（
男
女
）　　
　
　
　

５
㎞

　

一
般
の
部
（
40
歳
未
満
・
40
歳
代
・
50
歳
代
・

　

60
歳
以
上
・
一
般
女
子
）　　
　
　

５
㎞

※
高
校
生
男
子
10
㎞
と
一
般
男
子
40
歳
未
満
10

㎞
は
行
い
ま
せ
ん
。

参
加
料
（
一
人
）

　

小
・
中
学
校　

３
０
０
円

　

高
校
生　
　
　

５
０
０
円

　

一
般　
　

１
、０
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
14
日
㈮　

17
時

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
０
９
０‒

４
５
８
８‒

４
９
６
３

ド
イ
ツ　
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

１
２
０
０
年
記
念
祭

　

こ
の
た
び
友
好
親
善
都
市
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
１
２
０
０
年
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
招
待
状
が
届
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
交
流
の
実
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に

広
く
参
加
者
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。

日
程　

７
泊
８
日

　

平
成
20
年
５
月
28
日
㈬
〜
６
月
４
日
㈬

募
集
人
員　

20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
条
件　

竹
田
市
民
で
国
際
交
流
に
関
心
を

持
ち
団
体
行
動
の
も
と
式
典
行
事
等
に
参
加
、

協
力
で
き
る
者

費
用　

25
万
円
程
度
（
飛
行
機
代
、
ホ
テ
ル
３

泊
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
３
泊
の
場
合
）

※
旅
費
、宿
泊
費
等
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

燃
料
代
等
の
変
動
に
よ
り
値
上
が
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
個
人
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い

申
込
み　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
商
工
観
光
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
商
工
観
光
課(

荻
総
合
支
所

は
産
業
課)

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
先　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

申
込
期
限　

12
月
20
日
㈭

●
お
問
い
合
せ　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

☎
75‒

２
２
１
４

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

　

竹
田
地
域
の
上
水
道
区
域
（
竹
田
、
豊
岡
、

玉
来
、
松
本
、
明
治
、
挟
田
地
区
）
に
あ
る
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
よ
る
検
針
で
、
１

回
当
た
り
約
２
、０
０
０
件
、
月
に
10
日
間
程

度
の
業
務
で
す
。

採
用
条
件　

55
歳
か
ら
65
歳
位
で
、
原
付
免
許

を
所
持
し
て
い
る
、
健
康
で
継
続
し
て
５
年
以

上
従
事
可
能
な
者
。

※
検
針
用
バ
イ
ク
、
作
業
着
は
貸
与
し
ま
す
。

委
託
金
額　

１
件
当
た
り
45
円
程
度

契
約
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

　

３
月
31
日

募
集
人
員　

１
名

受
付
期
間　

12
月
４
日
㈫
〜
平
成
20
年
１
月
11

　

日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

水
道
課
庶
務
係　

☎
63‒

１
０
４
６

第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会　

出
場
選
手
募
集

　

平
成
20
年
５
月
に
大
分
市
等
で
開
催
さ
れ
る

「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
」
の
出
場
選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
障
が
い
を
持
つ
方

募
集
競
技　

陸
上
競
技
・
水
泳
・
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
・
卓
球
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ボ
ウ

リ
ン
グ

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
総
合
支
所

に
備
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

  

講　

習

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

対
象
者　

昭
和
50
年
自
治
省
告
示
第
11
号
お
よ

び
第
89
号
第
１
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を
有
す

る
者
。

日
程

第
１
種　

平
成
20
年
１
月
16
日
㈬
〜
18
日
㈮

第
２
種　

平
成
20
年
１
月
23
日
㈬
〜
25
日
㈮

場
所　

新
日
鐵
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー「
攻
玉
寮
」

　
　
　

大
分
市
明
野
南
３‒

１‒

１

　
　
　

☎
０
９
７‒

５
５
１‒

７
１
７
２

受
講
料　

３
３
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
第
１
・
２
種
の
区
分
ご
と
に
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
請
書
提
出
後
、
払
込
用
紙
お
よ
び
受
講

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　

12
月
10
日
㈪
〜
平
成
20
年
１
月
11
日
㈮

提
出
先　

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
３

　

大
分
市
長
浜
町
２‒

12‒

10　

昭
栄
ビ
ル
４
Ｆ

　

申
請
書
、
講
習
の
手
引
は
、
大
分
県
消
防
保

安
室
、
大
分
市
消
防
局
、
竹
田
市
消
防
本
部
ほ

か
各
消
防
本
部
、
㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協

会
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
郵
送
に
よ
り
申
請

書
、
講
習
の
手
引
を
入
手
す
る
場
合
は
、
返
信

用
切
手
１
４
０
円
を
同
封
の
う
え
、
㈶
大
分
県

消
防
設
備
安
全
協
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒
３
１
２
５
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講　

座

傾
聴
講
座
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

日
時　

毎
週
火
曜
日　

①
14
時
〜
16
時

　
　
　

②
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
所　

竹
田
南
高
校
片
ヶ
瀬
校
舎

受
講
料　

１
回
１
、０
０
０
円

※
全
30
回
の
講
座
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
７‒

32‒

３
７
１
２

岡
の
里
城
郭
史
講
座

　

お
城
の
読
み
解
き
方
と
も
い
え
る
縄
張
り
か

ら
お
城
の
プ
ラ
ン
や
形
を
知
る
こ
と
で
、
城
跡

を
読
み
解
き
な
が
ら
散
策
す
る
楽
し
さ
と
、
城

跡
が
昔
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
城
郭
史
講

座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

日
時　

毎
月
第
３
日
曜
日　

13
時
30
分
〜

　

※
第
１
回
は
12
月
16
日
で
す
。
平
成
20
年
４

月
20
日
ま
で
の
全
５
回
の
講
座
で
す
。

場
所　

岡
城
会
館

●
お
問
い
合
せ

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
（
竹
田
創
生
館
）

　

☎
62‒

４
１
０
０

消
費
者
問
題
出
前
講
座

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
た
ち
が
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ト

ラ
ブ
ル
の
防
止
に
は
、
消
費
者
自
身
が
知
識
・

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
ま
わ
り
の
方
々
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者

の
方
々
の
〝
気
づ
き
〞
が
重
要
で
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
啓
発

を
目
的
と
し
て
、
消
費
者
問
題
出
前
講
座
を
㈳

全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
に
委
託
し
て
実
施

し
て
お
り
、
申
込
み
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
20
年
２
月
20
日
㈬
ま
で

開
催
期
間　

平
成
20
年
２
月
29
日
㈮
ま
で

開
催
会
場　

申
込
者
が
準
備
（
会
場
借
料
等
は

申
込
者
負
担
）

受
講
人
数　

一
会
場
に
つ
き
原
則
20
名
以
上

費
用　

無
料
（
講
師
料
お
よ
び
交
通
費
は
内
閣

府
が
負
担
）

申
込
先　

㈳
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会

　

〒
１
０
８‒

８
５
６
６

　

東
京
都
港
区
高
輪
３‒

13‒

22

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

　

☎
03‒

３
４
４
９‒

２
７
４
９

　

℻
０
３‒

３
４
４
８‒

９
８
３
０

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

  

試　

験

大
分
県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者
名
簿

登
録
試
験

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
お
よ
び
県
内
地
方

機
関
に
お
い
て
事
務
補
助
を
行
う
臨
時
職
員
の

採
用
候
補
者
名
簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

応
募
書
式
等
は
、
12
月
10
日
㈪
か
ら
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
県
庁
人
事
課
や
県

の
各
振
興
局
等
で
も
配
布
し
ま
す
。

試
験
日　

平
成
20
年
２
月
３
日
㈰
（
予
定
）

申
込
期
間　

12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20
年
１
月
15

　

日
㈫　

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
３
１
１

　

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/rinji/

  

求　

人

◇
店
員
１
人
13
万
（
竹
）
◇
介
護
職
員
２
人

11
・
４
〜
13
・
２
万
（
直
）
◇
接
客
係
１
人

11
〜
13
・
２
万
（
竹
）
◇
土
木
施
工
管
理
技

士
１
人
21
〜
28
万
（
荻
）
◇
送
迎
運
転
手
１

人
７
・
８
万
（
竹
）
◇
保
安
士
（
店
内
）
２
人

12
・
８
〜
13
・
５
万
（
竹
）
◇
ク
リ
ー
ン
ク
ル
ー

２
人
14
万（
竹
）◇
飼
育
係
１
人
16
・
２
万（
久
）

◇
堆
肥
係
３
人
16
・
２
〜
25
万
（
久
）
◇
一
般

事
務
職
※
派
遣
１
人
13
〜
13
・
７
万
（
直
）
◇

サ
ッ
シ
組
立
２
人
15
・
５
〜
19
・
５
万
（
竹
）

◇
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
２
人
16
・
４
〜
16
・

７
万
（
竹
）
◇
店
内
販
売
員
２
人
15
・
５
万

（
竹
）
◇
配
管
技
師
１
人
12
・
５
〜
20
万
（
久
）

◇
厨
房
係
２
人
14
〜
20
万
（
直
）
◇
栄
養
士
５

人
15
〜
18
万
（
久
）
◇
歯
科
衛
生
士
２
人
11
〜

14
万（
荻
）◇
保
育
士
１
人
12
・
２
〜
14
万（
竹
）

◇
営
業
１
人
15
〜
25
万
（
久
）
◇
レ
ス
ト
ラ
ン

サ
ー
ビ
ス
１
人
13
・
５
〜
17
・
６
万
（
久
）
◇

正
看
護
師
１
人
16･

８
〜
22
万
（
直
）
◇
正
・

准
看
護
師
１
人
14
・
３
〜
21
・
６
万
（
久
）
◇

看
護
補
助
者
３
人
13
〜
16
万
（
竹
）
◇
正
・
准

看
護
師
１
人
14
・
３
万
（
荻
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
対
策
法
が
改
正
さ
れ
、
募
集
・
採
用
に

お
け
る
年
齢
制
限
が
、原
則
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て
省

略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
お
問
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.oita.jp/11200/rinji/



